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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥10〜20時
水・金‥‥‥‥‥‥‥‥‥13〜20時
第 2、第 ４土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第1、第3、第 ５土曜日‥‥10〜1８時

２
０
１
１
年
秋
、
チ
ベ
ッ
ト
に
あ
る

ナ
ム
ナ
ニ（
７
６
９
４
ｍ
）の
未
踏
の
南

面
か
ら
山
頂
に
立
っ
た
。
北
側
は
荒
涼

と
し
た
チ
ベ
ッ
ト
平
原
が
広
が
り
、
南

西
に
は
２
０
０
８
年
に
登
頂
し
た
カ
メ

ッ
ト（
７
７
５
６
ｍ
）を
は
じ
め
と
す
る

イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
南
に
は
ア
ピ
や

サ
イ
パ
ル（
７
０
４
０
ｍ
）と
い
っ
た
西

ネ
パ
ー
ル
の
山
々
が
連
な
っ
て
い
た
。

願
わ
く
ば
、
西
ネ
パ
ー
ル
か
ら
カ
イ
ラ

ス（
６
６
５
６
ｍ
）へ
の
巡
礼
路
を
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
し
な
が
ら
入
蔵
し
、
ナ
ム
ナ

ニ
登
山
を
遂
行
し
た
か
っ
た
が
、
Ｃ
Ｔ

Ｍ
Ａ（
中
国
チ
ベ
ッ
ト
登
山
協
会
）か
ら

許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
西
ネ
パ

ー
ル
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
あ
き
ら
め
た

経
緯
が
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
西

ネ
パ
ー
ル
へ
は
自
然
な
流
れ
で
遠
征
が

計
画
さ
れ
、
照
準
を
ア
ピ
（
７
１
３
２

ｍ
）の
未
踏
の
南
西
壁
に
す
る
の
に
も
、

大
し
た
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
２
人
の
若
手
ク
ラ
イ
マ
ー
と
ど

ん
な
登
山
が
で
き
る
の
か
、
期
待
を
胸

に
ネ
パ
ー
ル
へ
と
旅
立
っ
た
。

目　　次

アピ南面から北面に転進し、‥
初登ルートを２日間で登頂‥‥ 1
準会員制度の導入と永年会員の実費‥
相当費用の徴収に関する提案‥‥‥ 4
マナスル初登頂60周年記念事業のお知らせ‥‥ 6
第５回岳都・松本山岳フォーラム2015開催‥‥ 7
創立記念出版として大著３点を刊行‥‥ 8
「山の日に向けて」山を考える⑦‥‥ 9
追悼　近藤 等先生を偲ぶ‥‥‥ 10
活動報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12
　山行委員会／アルパインフォトクラブ
新入会員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13
支部だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14
　広島支部
図書紹介‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15
図書受入報告‥‥‥‥‥‥‥‥ 15
会務報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17
会員異動‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
ルーム日誌‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
INFORMATION‥‥‥‥‥‥‥ 18
編集後記‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19

結
局
、
今
回
の
遠
征
は
当
初
の
予
定

か
ら
ル
ー
ト
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

い
っ
た
ん
は
登
頂
を
断
念
し
か
け
た
が
、

で
き
る
限
り
の
冒
険
と
山
頂
へ
の
ル
ー

ト
を
模
索
し
た
。
そ
の
結
果
、
未
踏
の

氷
河
を
下
り
、
試
登
を
繰
り
返
し
、
初

登
頂
時
を
彷
彿
さ
せ
る
探
検
的
な
登
山

を
味
わ
え
る
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

い
か
な
る
ル
ー
ト
で
も
山
頂
へ
の
チ

ャ
ン
ス
は
わ
ず
か
で
、
今
回
山
頂
に
立

っ
た
か
ら
こ
そ
見
え
た
多
く
の
山
々
は
、

今
後
の
若
手
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
の
目
標

と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
平
出
和
也
）

【
隊
員
】

平
出
和
也（
東
海
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
）

中
島
健
郎
（
関
西
学
院
大
学
山
岳
部
Ｏ

Ｂ
）

三
戸
呂
拓
也（
明
治
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
）

【
遠
征
期
間
】

２
０
１
５
年
９
月
27
日
～
10
月
31
日

【
行
動
概
要
】

９
月
30
日 

カ
ト
マ
ン
ズ
・
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル（
14
：
05
～
15
：
45
）

10
月
１
日（
晴
）Ataria

（
９
：
10
～
10
：

10
）
～G

okulesh‥w
ar

（
20
：
00
）

10
月
２
日
（
晴
）‥G

okuleshw
ar

（
10
：

20
）
～L

attinath

（
12
：
40
）

10
月
３
日（
晴
）‥L

attinath

（
７
：
40
）

～G
unsa

（
18
：
05
）

10
月
４
日
（
晴
）‥G

unsa

（
７
：
50
）
～

K
hayekot

（
13
：
40
）

10
月
５
日
（
晴
の
ち
曇
）‥K

haiekot

（
７
：
40
）
～D

hauloO
dar

（
16
：
20
）

10
月
６
日
（
晴
の
ち
曇
）‥D

hauloO
dar

（
７
：
30
）
～
南
側
Ｂ
Ｃ（
９
：
15
～
14
：

00
）～
４
２
８
０
ｍ（
15
：
00
～
16
：
00
）

～
南
側
Ｂ
Ｃ（
17
：
00
）

10
月
７
日
（
晴
）‥

南
側
Ｂ
Ｃ
（
６
：
30
）

ア
ピ
南
面
か
ら
北
面
に
転
進
し
、
初
登
ル
ー
ト

を
２
日
間
で
登
頂

昨
年
秋
、
ア
ピ
南
西
壁
の
初
登
攀
を
目
指
し
た
登
山
隊
だ
が
、
南
西
壁
は
状
態

が
悪
く
断
念
、
東
稜
上
の
コ
ル
か
ら
未
踏
の
氷
河
を
下
り
北
面
に
転
進
。
北

面
か
ら
最
も
シ
ン
プ
ル
に
山
頂
に
向
か
っ
て
延
び
る
尾
根
か
ら
登
頂
し
た
が
、

そ
れ
は
１
９
６
０
年
の
同
志
社
大
隊
の
初
登
ル
ー
ト
だ
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ  

Ａ
Ｐ
Ｉ  

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０
１
５
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ー
ラ
沿
い
の
カ
ル
カ（
放
牧
小
屋
）へ
。

10
月
18
日
（
晴
の
ち
曇
）‥

半
壊
カ
ル
カ

【
Ｃ
２
】（
６
：
50
）～
氷
河
偵
察（
10
：
15

～
14
：
20
）～C
hhuagaru‥

【
Ｃ
３
】

（
14
：
50
）

10
月
19
日
（
晴
）‥C

hhuagaru

【
Ｃ
３
】

（
６
：
30
）
～
４
３
０
０
ｍ
北
側
Ｂ
Ｃ

【
Ｃ
４
】（
13
：
20
）　

ア
ピ
・
コ
ー
ラ‥

沿
い
の
道
か
ら
高
度
を
上
げ
、
４
３
０

０
ｍ
に
北
側
Ｂ
Ｃ
設
営
。

10
月
20
日（
晴
）‥

北
側
Ｂ
Ｃ
【
Ｃ
４
】

（
６
：
30
）
～
モ
レ
ー
ン
上
部（
８
：
45
）

～
安
全
地
帯（
10
：
30
～
10
：
45
）
～
プ

ラ
ト
ー
上
（
11
：
05
）
～
６
０
０
０
ｍ

【
Ｃ
５
】（
14
：
30
）

北
側
Ｂ
Ｃ
の
東
に
あ
る
モ
レ
ー
ン
か

ら
上
部
の
尾
根
を
目
指
す
。
日
に
日
に

朝
が
寒
く
な
る
。
本
日
の
目
標
高
度
は

５
５
０
０
ｍ
。
モ
レ
ー
ン
上
の
足
元
は

歩
き
づ
ら
い
岩
場
だ
。
雑
に
足
を
置
く

と
崩
れ
、
余
計
な
消
耗
を
す
る
。
高
度

は
順
調
に
上
が
っ
て
い
き
、
モ
レ
ー
ン

を
上
が
り
切
っ
た
所
で
す
で
に
５
０
０

０
ｍ
を
超
え
る
。
こ
こ
か
ら
は
三
角
雪

田
と
横
に
延
び
る
大
き
な
セ
ラ
ッ
ク
の

下
を
行
く
。
素
早
く
ロ
ー
プ
を
装
着
し
、

全
速
力
で
通
過
す
る
。
崩
れ
た
セ
ラ
ッ

ク
を
横
目
に
進
む
。
ク
レ
バ
ス
に
も
注

意
が
必
要
だ
。
安
全
地
帯
ま
で
進
み
ひ

と
息
つ
く
。
90
分
ほ
ど
で
危
険
地
帯
を

抜
け
た
。

昼
食
を
と
り
な
が
ら
作
戦
会
議
。
本

日
は
こ
こ
ま
で
と
考
え
た
が
、
行
動
を

終
了
す
る
に
は
ま
だ
時
間
が
早
過
ぎ
る
。

体
力
も
残
っ
て
い
る
。
な
に
よ
り
環
境

が
良
い
。
行
け
る
所
ま
で
進
む
こ
と
と

し
、
傾
斜
の
弱
い
斜
面
か
ら
上
部
プ
ラ

ト
ー
へ
出
る
。
ア
ピ
の
山
頂
は
、
本
日

行
け
る
の
で
は
な
い
か
と
錯
覚
す
る
ほ

ど
近
く
見
え
る
。
広
大
な
プ
ラ
ト
ー
の

先
に
、
ひ
ょ
っ
こ
り
と
た
た
ず
む
岩
場

を
目
印
に
の
し
の
し
進
む
。
ほ
か
に
目

印
が
な
く
、
視
界
が
悪
い
と
下
降
は
非

常
に
分
か
り
づ
ら
い
。
完
全
に
尾
根
上

に
乗
る
辺
り
に
岩
峰
が
２
つ
並
ん
で
お

り
、
本
日
は
そ
の
周
辺
で
幕
営
す
る
こ

と
を
決
定
。
し
か
し
、
岩
峰
の
手
前
は

大
き
な
ク
レ
バ
ス
が
口
を
開
け
て
い
る

た
め
、裏
側（
東
側
）を
巻
く
。
途
中
、過

去
の
登
山
隊
が
残
し
た
ス
ノ
ー
バ
ー
が

刺
さ
っ
て
い
た
。

こ
の
辺
り
か
ら
イ
ン
ド
の
山
並
み
も

良
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
カ
イ
ラ
ス

も
確
認
で
き
た
。
所
々
青
氷
と
な
っ
て

い
る
が
、
裏
側
は
岩
の
上
部
ま
で
き
れ

い
に
巻
く
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
少
し

下
が
っ
た
場
所
の
方
が
風
は
避
け
ら
れ

そ
う
だ
が
、
夕
景
が
撮
影
で
き
る
か
も

知
れ
な
い
と
い
う
期
待
か
ら
上
部
に
テ

ン
ト
を
設
営
す
る
。
整
地
を
始
め
た
こ

～
４
３
０
０
ｍ（
10
：
00
～
11
：
00
）
～

南
側
Ｂ
Ｃ（
13
：
45
）　

南
西
壁
の
偵
察

を
行
な
う
が
、
予
想
以
上
に
雪
が
少
な

く
、
危
険
性
が
高
い
。

10
月
８
日
（
晴
の
ち
曇
）‥

南
側
Ｂ
Ｃ

（
８
：
00
）
～
５
２
０
０
ｍ（
14
：
30
）

10
月
９
日
（
晴
一
時
曇
）‥

５
２
０
０
ｍ

（
６
：
15
）
～
東
稜
上
の
コ
ル（
８
：
15
）

～
５
５
５
０
ｍ

（
10
：
30
）

10
月
10
日
（
晴
の

ち
曇
）‥

５
５
５
０

ｍ（
５
：
50
）
～
東

稜
上
の
コ
ル（
７
：

15
）
～
５
２
０
０

ｍ（
８
：
30
～
８
：

45
）
～
南
側
Ｂ
Ｃ

（
12
：
15
）

10
月
11
～
15
日 

南
側
Ｂ
Ｃ
に
て
停

滞
。
休
養
中
に
作

戦
会
議
。
最
終
的

に
東
稜
上
の
コ
ル

か
ら
北
側
の
氷
河

を
下
り
、
北
面
の

い
ず
れ
か
の
尾
根

か
ら
の
ア
ピ
登
頂

に
変
更
。

10
月
16
日
（
晴
の

ち
曇
の
ち
霧
一
時

雪
）　

南
側
Ｂ
Ｃ
（
８
：
40
）
～
５
２
０

０
ｍ【
Ｃ
１
】（
15
：
30
）

10
月
17
日
（
快
晴
の
ち
晴
）‥

５
２
０
０

ｍ
【
Ｃ
１
】（
５
：
30
）
～
東
稜
上
の
コ

ル
（
７
：
10
）
～
プ
ラ
ト
ー
（
９
：
00
）

～
氷
河
末
端（
11
：
00
）
～
半
壊
カ
ル
カ

【
Ｃ
２
】（
14
：
40
）　

東
稜
上
の
コ
ル
か

ら
北
側
の
氷
河
を
下
降
、
ナ
ン
パ
・
コ

登山隊の行程図。グーグル・アースより
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山
頂
に
上
が
る
と
、
な
だ
ら
か
な
北

側
と
は
対
照
的
に
、
南
側
は
す
っ
ぱ
り

と
切
れ
落
ち
て
い
た
。
当
初
苦
労
し
た

ル
ー
ト
を
見
下
ろ
す
。
こ
こ
か
ら
見
る

ナ
ン
パ（
６
７
５
５
ｍ
）の
な
ん
と
低
い

こ
と
か
。
足
元
に
視
線
を
戻
す
と
、
ア

ピ
の
山
頂
は
広
く
な
く
、
そ
れ
で
い
て

周
り
を
従
え
る
よ
う
な
貫
禄
の
あ
る
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
ら
し
い
山
頂
で
あ
っ
た
。
北

側
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
２
日
で
こ
こ
ま
で
上
が

っ
て
き
た
が
、
振
り
返
れ
ば
多
く
の
試

行
錯
誤
の
末
に
た
ど
り
着
い
た
答
え
が

こ
の
登
頂
で
あ
っ
た
。

下
り
始
め
る
と
風
は
落
ち
着
き
始
め
、

体
は
ポ
カ
ポ
カ
と
暖
ま
っ
て
い
っ
た
。

セ
ラ
ッ
ク
の
危
険
が
少
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
本
日
中
に
Ｂ
Ｃ
を
目
指
す
こ
と

に
な
る
。
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
を
撤

収
し
、
直
下
岩
峰
裏
の
安
全
地
帯
ま
で

一
気
に
下
る
。
プ
ラ
ト
ー
か
ら
往
路
で

休
憩
し
た
安
全
地
帯
に
下
り
る
場
所
が

少
々
分
か
り
に
く
か
っ
た
も
の
の
、
良

い
ペ
ー
ス
で
そ
の
後
の
危
険
箇
所
を
通

過
、
ア
イ
ゼ
ン
や
ロ
ー
プ
か
ら
開
放
さ

れ
る
。ど
っ
と
疲
れ
が
出
て
し
ま
い
、そ

の
後
は
モ
レ
ー
ン
を
ヨ
ロ
ヨ
ロ
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
下
り
る
。
そ
れ
で
も
日
が

沈
む
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
に
到
着
。
長
い
一
日

が
終
わ
る
。
山
頂
の
雪
煙
は
、
夜
ま
で

消
え
ず
に
棚
引
い
て
い
た
。

10
月
22
日
（
晴
）‥

４
３
０
０
ｍ
北
側
Ｂ

Ｃ【
Ｃ
４
】（
８
：
30
）～D

opake

（
16
：

30
）

10
月
23
日
（
快
晴
の
ち
晴
）‥D

opakhe

（
７
：
45
）
～D

um
lin

（
15
：
50
）

10
月
24
日（
曇
の
ち
晴
） D

um
lin

（
７
：

45
）
～S

unsera

（
15
：
40
）

10
月
25
日（
快
晴
の
ち
晴
）‥S

unsera

（
７
：
50
）
～D

achula

（
15
：
00
～
15
：

30
）
～G

okuleshw
ar

（
19
：
00
）

＊
本
登
山
隊
は
、
創
立
百
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
海
外
登
山
基
金
の
助
成
を

受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

‥

（
三
戸
呂
拓
也
）

ろ
か
ら
風
が
強
く
な
り
、
外
で
の
作
業

が
辛
い
。
テ
ン
ト
内
に
入
っ
て
落
ち
着

き
、
い
つ
も
ど
お
り
の
作
業
が
始
ま
る
。

標
高
は
６
０
０
０
ｍ
に
達
し
て
い
た
が
、

大
き
く
高
度
障
害
が
出
て
い
る
者
は
い

な
い
。

10
月
21
日
（
晴
）‥
６
０
０
０
ｍ
【
Ｃ
５
】

（
６
：
30
）
～
ア
ピ
山
頂（
10
：
30
～
11
：

00
）～
６
０
０
０
ｍ（
12
：
00
～
12
：
15
）

～
４
３
０
０
ｍ
北
側
Ｂ
Ｃ
【
Ｃ
４
】

（
16
：
00
）

天
候
は
回
復
し
て
い
る
が
、
風
は
む

し
ろ
強
く
な
っ
て
い
た
。
翌
日
の
風
が

弱
い
予
報
が
出
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

出
発
を
若
干
躊
躇
す
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
の
予
報
も
確
実
で
は
な
く
、
む

し
ろ
天
候
ま
で
悪
化
し
て
は
登
頂
の
チ

ャ
ン
ス
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
意
を

決
し
て
出
発
す
る
。
風
は
15
ｍ
／
ｓ
ほ

ど
だ
ろ
う
か
。
鼻
の
感
覚
が
あ
っ
と
い

う
間
に
な
く
な
り
、
厚
手
の
手
袋
の
上

か
ら
で
も
ア
ッ
ク
ス
を
持
つ
の
が
辛
い
。

少
々
の
凹
凸
が
あ
る
が
、
基
本
的
に

は
広
い
尾
根
で
あ
り
、
直
登
で
ど
ん
ど

ん
高
度
を
稼
ぐ
。
途
中
、
ク
レ
バ
ス
を

越
え
た
り
、
急
峻
な
青
氷
に
ア
イ
ゼ
ン

の
前
爪
を
立
て
て
登
っ
た
り
す
る
箇
所

が
あ
る
が
、
す
べ
て
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア

ス
で
通
過
す
る
。
日
が
出
て
風
が
治
ま

る
こ
と
を
期
待
し
た
が
、
一
向
に
弱
ま

ら
な
い
。
そ
し
て
、
山
の
ス
ケ
ー
ル
が

大
き
い
た
め
か
、
歩
い
て
も
景
色
が
な

か
な
か
変
わ
ら
ず
、
山
頂
が
近
づ
い
て

こ
な
い
。
轟
音
の
中
、
ひ
た
す
ら
歩
を

進
め
る
時
間
が
続
い
た
。

し
か
し
、
中
盤
以
降
は
緊
張
を
強
い

ら
れ
る
箇
所
は
少
な
く
、
傾
斜
も
緩
む
。

常
に
ア
ッ
ク
ス
を
突
く
必
要
も
な
く
、

手
を
脇
に
挟
ん
で
寒
さ
に
耐
え
る
。
少

し
ず
つ
、
し
か
し
確
実
に
の
っ
ぺ
り
し

た
山
頂
が
近
づ
い
て
く
る
。
最
後
の
急

斜
面
に
ピ
ッ
ク
を
突
き
刺
す
。
周
り
を

見
る
と
、
自
分
た
ち
よ
り
上
に
存
在
す

る
も
の
は
そ
の
先
の
ピ
ー
ク
の
み
に
な

っ
て
い
た
。
高
く
な
っ
た
太
陽
と
重
な

っ
て
登
っ
て
い
た
先
頭
の
中
島
の
右
手

が
上
が
り
、
そ
こ
が
山
頂
で
あ
っ
た
。

北面から見上げたアピ。雪煙を上げているのが山頂

未踏の氷河を下り終えて振り返り見た東稜上のコル方面



山　848−２０１6・１・２０（第三種郵便物認可）

■4

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
な
ど
の
社

会
的
要
因
の
影
響
に
よ
り
、
日
本
山
岳

会
の
財
政
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

は
、
会
報
な
ど
を
通
し
て
た
び
た
び
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
前
理
事
会
で
こ
の
課

題
に
取
り
組
む
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
多
く
の
検

討
を
行
な
い
、
方
向
性
が
見
え
た
と
こ

ろ
で
、
現
理
事
会
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

た
。
昨
年
３
月
開
催
の
評
議
員
懇
談
会

で
は
、「
３
年
以
内
で
の
財
務
体
質
改

善
の
具
体
案
を
示
せ
」
と
の
強
い
意
見

も
出
さ
れ
た
。
現
理
事
会
で
は
、
体
系

的
な
検
討
を
進
め
る
た
め
に
、
日
本
山

岳
会
再
生
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
制
度

設
計
・
会
員
サ
ー
ビ
ス
・
収
益
事
業
の

３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ

Ｇ
）を
立
ち
上
げ
、経
費
の
削
減
を
含
め

て
鋭
意
検
討
を
進
め
て
い
る
。今
回
、制

度
設
計
Ｗ
Ｇ
か
ら
の
提
案
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
の
で
報
告
す
る
。
な
お
、
提

案
に
あ
た
っ
て
は
、
支
部
担
当
者
会
議
、

支
部
長
会
議
な
ど
数
回
に
わ
た
る
意
見

交
換
を
経
て
、
再
生
委
員
会
よ
り
理
事

会
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

さ
ら
に
会
員
の
皆
様
の
理
解
を
得
る
た

め
に
会
報
で
周
知
し
て
、
意
見
を
求
め

る
こ
と
と
し
た
。

以
下
に
示
す
提
案
に
対
し
て
の
ご
意

見
は
、
書
面（
郵
送
ま
た
は
ｅ
メ
ー
ル
：

jac-saisei@
jac.or.jp

）
で
提
出
し
て

い
た
だ
き
た
い（
２
月
末
締
切
）。
そ
れ

ら
の
意
見
を
踏
ま
え
た
審
議
を
経
て
、

大
き
な
問
題
点
の
指
摘
が
な
け
れ
ば
、

６
月
の
総
会
で
定
款
変
更
お
よ
び
関
連

規
程
の
変
更（
新
設
を
含
む
）と
い
う
形

で
最
終
提
案
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

準
会
員
制
度
の
導
入

会
員
制
度
に
関
し
て
は
、
１
１
０
年

の
歴
史
を
誇
る
当
会
の
良
き
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、
社
会
状
況
に
適
切
に
対
応

で
き
る
柔
軟
な
制
度
と
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
現
在
の
定

款
に
定
め
る
通
常
会
員
の
制
度
を
維
持

し
、
で
き
る
だ
け
通
常
会
員
数
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
財
政
基
盤
を
確
た
る
も

の
と
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
当
会
の
活
動
内
容
を
理
解

す
る
人
を
増
や
し
、
裾
野
を
広
げ
る
必

要
が
あ
る
と
の
認
識
に
至
っ
た
。
そ
こ

で
、
入
会
金
・
会
費
や
手
続
き
の
ハ
ー

ド
ル
を
低
く
し
、
一
定
の
研
修
に
相
当

す
る
期
間
を
経
て
通
常
会
員
と
な
る
、

新
た
な
制
度
と
し
て
準
会
員
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
制
度
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

１
・
名
称　

準
会
員
と
す
る
（
個
人
に

限
る
）。

２
・
準
会
員
資
格
期
限　

準
会
員
は
、

３
年
以
内
に
通
常
会
員
に
移
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
３
年
以
内
に
通
常
会

員
に
移
行
し
な
い
場
合
に
は
、
原
則
と

し
て
除
籍
す
る
）。

３
・
準
会
員
入
会
金　

５
０
０
０
円
、

た
だ
し
、
26
歳
未
満
は
準
会
員
入
会
金

を
免
除
す
る
。
通
常
会
員
に
移
行
す
る

際
の
入
会
金
は
１
万
５
０
０
０
円
。

４
・
準
会
員
会
費　

６
０
０
０
円
、
入

会
月
に
よ
り
月
割
り
あ
り
。

５
・
準
会
員
資
格
審
査　

紹
介
者
会
員

１
名
。

６
・
準
会
員
資
格
制
限　

会
員
総
会
で

の
議
決
権
は
な
い
。
役
員
お
よ
び
各
種

委
員
会
の
委
員
に
就
任
で
き
な
い
。

７
・
会
報「
山
」　

郵
送
す
る
。

８
・
機
関
誌
『
山
岳
』　

郵
送
し
な
い

（
有
料
販
売
と
す
る
）。

９
・
特
典
な
ど　

原
則
と
し
て
通
常
会

員
と
同
じ
。

10
・
準
会
員
入
会
承
認　

会
員
の
推
薦

に
よ
り
会
長
が
行
な
う
。

11
・
規
程
等
の
整
備　

準
会
員
規
程

（
理
事
会
決
議
）を
設
け
る
。

こ
の
準
会
員
制
度
の
導
入
に
際
し
て
、

最
も
時
間
を
か
け
て
議
論
し
た
こ
と
は
、

多
く
の
支
部
で
導
入
し
て
い
る
会
友
制

度
と
の
関
係
で
あ
る
。会
友
制
度
は
、支

部
の
創
意
工
夫
で
導
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
定
款
な
ど
で
定
め
ら
れ
た
制
度

で
は
な
い
が
、
各
支
部
の
責
任
の
下
で

運
営
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
経
過
か
ら
し
て
、
会
友
制
度

は
今
後
も
支
部
の
責
任
で
運
営
し
て
い

く
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
と
は
切

り
離
し
て
、
新
た
に
準
会
員
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
と
し
た
。し
た
が
っ
て
、会

友
制
度
を
導
入
し
て
い
る
支
部
で
は
、

従
来
ど
お
り
の
運
営
で
も
問
題
が
生
じ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

準
会
員
は
、
総
会
議
決
権
が
付
与
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
と『
山
岳
』の
無
料
配

P
R

O
P

O
S

A
L

準
会
員
制
度
の
導
入
と
永
年
会
員
の
実
費
相
当

費
用
の
徴
収
に
関
す
る
提
案

再
生
委
員
会
担
当
理
事（
会
長
）　

小
林
政
志

再
生
委
員
会
委
員
長　

森
武
昭
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布
が
得
ら
れ
な
い
点
を
除
い
て
は
、
ほ

ぼ
通
常
会
員
と
同
等
の
扱
い
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、支
部
友
は
、あ

く
ま
で
も
支
部
内
で
の
行
事
参
加
が
基

本
で
、
そ
の
枠
を
超
え
た
行
動
に
は
支

部
長
ま
た
は
事
務
局
長
の
許
可
を
得
る

必
要
が
あ
る
な
ど
、
限
定
的
で
あ
る
点

が
大
き
な
違
い
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
の
導
入
の
大
き
な
狙
い
は
、

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
を
中
心
と
し

た
若
手
会
員
の
獲
得
に
道
を
開
く
と
と

も
に
、
会
友
制
度
を
導
入
し
て
い
な
い

支
部
で
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で

あ
る
。な
お
、審
議
過
程
で
も
多
く
の
方

か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
提
案

は
あ
く
ま
で
も
準
会
員
と
い
う
制
度
を

導
入
し
た
だ
け
で
あ
り
、
入
会
し
て
く

る
者
が
活
動
し
、
定
着
化
し
て
い
く
受

け
皿
を
し
っ
か
り
と
作
っ
て
い
く
こ
と

と
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
重
要
、
と
の

認
識
で
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
理
事
会
は
も
と
よ
り
支
部
事

業
委
員
会
な
ど
で
検
討
し
、
す
で
に
一

部
は
動
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

永
年
会
員
制
度
に
関
し
て

50
年
間
在
籍
し
た（
会
費
を
納
め
た
）

会
員
は
、
永
年
会
員
の
称
号
が
与
え
ら

れ
、
会
費
免
除
と
す
る
こ
と
が
現
定
款

で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
と

お
り
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
今
か
ら
50

年
前
に
導
入
さ
れ
、
長
年
の
功
績
を
称

え
る
も
の
と
し
て
定
着
し
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。

し
か
し
、
５
０
０
０
人
強
の
会
員
数

の
中
で
永
年
会
員
は
４
０
０
名
近
く
な

り
、
構
成
員
の
約
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
財
政
上
の
大
き
な
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
数
年
前
か
ら

こ
の
指
摘
に
ど
う
対
応
す
る
か
検
討
を

進
め
て
き
た
が
、
経
験
豊
か
な
有
識
者

で
構
成
さ
れ
て
い
る
評
議
員
懇
談
会
で

も
多
く
の
評
議
員
か
ら
、
も
は
や
限
界

に
達
し
て
お
り
、
会
務
運
営
上
受
益
部

分
に
つ
い
て
は
負
担
し
て
い
た
だ
く
の

は
や
む
を
得
な
い
、
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
再
生
委
員
会

で
は
断
腸
の
思
い
で
は
あ
る
が
、
会
報

「
山
」お
よ
び
機
関
誌『
山
岳
』の
実
費
相

当
分
の
費
用
と
し
て
年
６
０
０
０
円
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。

以
上
が
今
回
の
提
案
内
容
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
財
務
基
盤
確
立
の
第
一
歩
で
あ

り
、
今
後
も
３
つ
の
Ｗ
Ｇ
で
の
検
討
を

促
進
し
、
新
た
な
提
案
を
行
な
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

学
生
部
ネ
パ
ー
ル
東
部
登
山
隊 

２
０
１
５
に
対
す
る
寄
付
御
礼

　

以
下
に
掲
げ
る
多
数
の
方
々
か
ら
、

合
計
８
１
２
万
７
０
０
０
円
も
の
援
助

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼

申
し
上
げ
ま
す（
敬
称
略
）。

１
０
０
万
円　

Ｏ
Ｍ
Ｃ
株
式
会
社

72
万
円　

電
気
通
信
大
学
Ｗ
Ｖ
部
Ｏ
Ｂ
会

70
万
円　

明
治
大
学
山
岳
部
炉
辺
会

50
万
円　

野
沢
誠
司
、
青
山
学
院
大
学

体
育
会
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
、
真
下
博
之
、

橘
井
恵
治
、
野
沢
誠
司
、
芦
刈
伊
世
子
、

木
村
悟

30
万
円　

宮
津
誠
一

10
万
円　

古
野
淳
、
森
武
昭
、
荒
井

文
隆
、
安
西
史
朗
、
竹
之
内
正
勝
、
中

山
茂
樹
、
井
上
由
樹
子

８
万
円　

喜
多
啓
允

７
万
円　

沼
田
圭
左
、
仮
屋
園
剛
二

５
万
円　

落
合
正
治
、
吉
川
正
幸
、
坂

口
三
郎
、
中
谷
康
司
、
堀
井
昌
子
、
直

江
俊
弐
、
山
寺
範
佳
、
小
林
政
志

３
万
円　

井
藤
恵
美
子
、石
川
和
夫
、齋

藤
惇
生
、
小
野
勝
昭
、
神
長
幹
雄

２
万
円　

久
保
田
保
雄
、
吉
田
昭
仁
、

古
市
進
、
永
田
弘
太
郎

１
・
５
万
円　

廣
川
正
輝

１
万
円　

穂
苅
康
治
、
山
本
久
子
、
平

林
克
敏
、小
田
島
政
行
、影
山
英
雄
、歳

弘
逸
郎
、
塚
原
賢
勝
、
高
原
三
平
、
大

槻
利
行
、
伏
見
紀
子
、
熊
田
宗
次
、
田

中
賢
治
、
須
藤
節
子
、
織
田
澤
美
知
子
、

日
下
田
實
、
塩
澤‥

厚
、
阿
部
郁
夫
、
山

崎
正
数
、
川
瀬
恵
一
、
近
藤
育
代
、
髙

田
允
克
、
村
井
龍
一
、
栁
沢
勝
輔
、
末

松
誠
、
飯
田
年
穂
、
高
柳
昌
央
、
贄
田

統
亜
、
田
井
具
世

５
０
０
０
円　

梅
本
知
榮
子
、
亀
島
英

治
、
田
邊
信
行
、
専
修
大
学
体
育
会
山

岳
部
、
匿
名
希
望
、
小
亀
真
知
子
、
亀

島
英
治
、
伊
藤
博
夫
、
三
宅
一
正
、
村

越
稔
、
坂
井
広
志
、
桑
原
勇
蔵

平
成
27
年
11
月
15
日
、
学
生
部
マ
ラ
ソ

ン
大
会
懇
親
会
へ
の
寄
付
御
礼

以
下
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小
林
政
志
、吉
川
正
幸
、山
田
和
人
、神

長
幹
雄
、野
口
い
づ
み
、中
山
茂
樹
、直

江
俊
弐
、
落
合
正
治
、
尾
上
昇
、
古

野
淳
、
東
秀
訓（
各
１
万
円
）

寄付金及び助成金などの受入報告　平成27年11月まで

寄付者など 金額‥
（千円）寄付の目的、その他

公益財団法人安
藤スポーツ・食
文化振興財団

‥54‥
平成27年度‥「親子
登山教室」‥指導者研
修会助成金

別リスト.79の会
員、団体及び個人 ‥8,127‥

百十周年記念・学
生部‥ネパール東部
登山隊2015募金

別リスト11の理
事及び会員 ‥110‥

平成27年11月15日
学生部主催のマラ
ソン大会懇親会へ

百瀬寿雄‥会員 ‥12‥永年会員からの‥ご寄付
姫野和記‥会員 ‥12‥ 〃
山田和人‥副会長 ‥100‥法人運営費用として
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本
年
は
、
１
９
５
６
年
５
月
９
日
に

日
本
山
岳
会
が
マ
ナ
ス
ル
（
８
１
６
３

ｍ
）
に
初
登
頂
し
た
記
念
す
べ
き
60
年

目
に
当
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
山

岳
会
の
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
本

山
岳
会
の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
関

係
団
体
と
連
携
し
て
、
次
の
よ
う
な
記

念
事
業
を
行
な
う
予
定
で
す
。
会
員
各

位
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
60
周
年
記
念
式
典
・

午
餐
会

ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
が
主
催
、
日
本

山
岳
会
が
協
力
し
て
開
催
し
ま
す
。

時
期
：
２
０
１
６
年
４
月
30
日
（
前
日

の
４
月
29
日
に
は
、
日
本
山
岳
会
主
催

で
前
夜
祭
を
開
催
し
ま
す
）。

会
場
：
ネ
パ
ー
ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内

ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

計
画　

Ａ
コ
ー
ス
：
マ
ナ
ス
ル
山
群
チ
ャ
ー

タ
ー
・
マ
ウ
ン
テ
ン
フ
ラ
イ
ト
と
カ
カ

ニ
の
丘
５
日
間

４
月
28
日（
木
）～
５
月
２
日（
月
）　

参
加
費
用
：
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
34
万
４
０
０

０
円（
一
般
35
万
６
０
０
０
円
）

Ｂ
コ
ー
ス
：
迫
力
の
マ
ナ
ス
ル
西
面
展

望
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
12
日
間

４
月
20
日（
水
）～
５
月
１
日（
日
）　

参
加
費
用
：
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
42
万
円
（
一

般
43
万
２
０
０
０
円
）

Ｃ
コ
ー
ス
：
マ
ナ
ス
ル
山
群
一
周
ラ
ル

キ
ャ･

ラ
（
峠
）
越
え
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
22

日
間

４
月
28
日（
木
）～
５
月
19
日（
木
）　

参
加
費
用
：
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
67
万
８
０
０

０
円（
一
般
69
万
８
０
０
０
円
）

Ｄ
コ
ー
ス
：
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
の
舞

台
、
北
面
の
サ
マ･
ヘ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

10
日
間

４
月
23
日（
土
）～
５
月
２
日（
月
）　

参
加
費
用
：
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
62
万
８
０
０

０
円（
一
般
64
万
８
０
０
０
円
）

Ｅ
コ
ー
ス
：
ロ
ー
ル
ワ
リ
ン
の
山
の
学

校
再
建
視
察
・
シ
ミ
ガ
オ
ン
展
望
の
丘

ハ
イ
キ
ン
グ
７
日
間

３
月
23
日（
水
）～
３
月
29
日（
火
）　

参
加
費
用
：
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
コ
ー
ス
：
ア

ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス　

０
３　

３
５
０
３　
１
９
１
１　

問
合
せ
先
：
Ｄ
、
Ｅ
コ
ー
ス
：
ウ
ェ
ッ
ク

ト
レ
ッ
ク　

０
３　
３
４
３
７　
８
８

４
８

＊
Ａ
～
Ｄ
コ
ー
ス
の
参
加
者
に
は
、
マ

ナ
ス
ル
初
登
頂
60
周
年
記
念
式
典
・
午

餐
会
お
よ
び
前
夜

祭
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

＊
本
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
計
画
の
説
明
会

を
左
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

日
時
：
２
月
８
日

（
月
）
15
：
00
～

16
：
30

会
場
：
東
京
都
港

区
西
新
橋
２　
８

　

11　

第
７
東
洋

海
事
ビ
ル
３
階

国
内
行
事

時
期
：
２
０
１
６

年
５
月
８
日

計
画
：
毎
日
新
聞

社
が
主
催
す
る

「
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂

の
映
写
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」な
ど
に

日
本
山
岳
会
が
協

力
し
ま
す
。

そ
の
他

こ
の
ほ
か
に
も
、
日
本
山
岳
会
の
主

催
で
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
60
周
年
記
念
事
業

Ｐ
Ｔ
）

M
EM

O
R

IA
L

EV
EN

T

マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
60
周
年
記
念
事
業
の 

お
知
ら
せ

マナスル西面展望トレッキング。ハンプク付近から見たマナスル（左）とプンギ（右）などの山々
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の
ほ
か
、
映
画『
氷
壁
』の
上
映
、
ヨ
―

デ
ル
、
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
、
フ
ォ
ル
ク
ロ

―
レ
演
奏
な
ど
多
彩
な
催
し
物
が
行
な

わ
れ
た
。ロ
ビ
ー
で
は「
氷
壁
を
越
え
て

～
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
事
件
と
石
岡
繁
雄

の
世
界
～
」と
し
て
、
昭
和
30（
１
９
５

５
）年
１
月
、
前
穂
高
岳
・
東
璧
で
起
き

た
同
事
件
に
関
わ
る
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。
参
加
者
は
２
日
間
で
延
べ
２

４
０
０
名
だ
っ
た
。

医
療
委
員
会
は
日
本
山
岳
会
創
立
百

十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
参
画

し
、
２
日
目
午
前
に
野
口
い
づ
み
理
事

が
講
演「
ま
ず
は
自
分
で
で
き
る
こ
と〝

登
山
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
術
〟」を
行
な
っ

た
。
聴
衆
は
約
４
０
０
人
だ
っ
た
。
野

口
理
事
は
緊
急
時
や
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の

観
点
か
ら
、
実
際
に
体
験
し
た
同
行
者

の
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
た
。
内
容
は
外
傷
、

心
疾
患
、
医
療
グ
ッ
ズ
や
内
服
薬
の
使

い
方
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
聴
衆
に
益
す
る
こ
と
大
で
あ
っ
た
。

１
日
目
に
は
、
信
州
大
学
教
育
学
部

の
井
田
秀
行
氏
が
講
演
「
里
山
の
自
然

を
知
ろ
う
〝
里
山
の
ぼ
や
き
〟」
に
お
い

て
、
多
く
の
里
山
が
何
か
し
ら
困
っ
た

状
況
に
あ
り
、
原
因
の
一
つ
に
ア
カ
マ

ツ
、
コ
ナ
ラ
の
植
物
循
環
系
の
崩
れ
を

挙
げ
て
説
明
し
た
。
山
岳
ガ
イ
ド
の
小

川
さ
ゆ
り
氏
は
、
頂
上
近
く
で
御
嶽
山

噴
火
に
遭
遇
し
た
が
、
状
況
を
冷
静
に

判
断
し
、
登
山
経
験
の
蓄
積
で
培
っ
た

危
機
管
理
能
力
を
発
揮
し
て
生
還
し
た

状
況
を
語
っ
た
。
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
北
ア
ル
プ
ス
遭
難
現
場
か

ら
〝
安
全
登
山
へ
の
願
い
〟」
で
は
、
長

野
県
警
察
山
岳
遭
難
救
助
隊
副
隊
長
・

岡
田
嘉
彦
氏
、
涸
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
代
表
・

山
口
孝
氏
、
穂
高
岳
山
荘
・
宮
田
八
郎

氏
が
、
遭
難
の
実
態
と
安
全
登
山
へ
の

取
り
組
み
を
報
告
し
た
。

２
日
目
の
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン「
山
の
力
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」で
は
、

山
の
日
制
定
に
対
す
る
思
い
が
語
ら
れ

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
信
州
山
の

環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
鈴
木
啓
助
氏
、

パ
ネ
リ
ス
ト
は
全
国「
山
の
日
」協
議
会

事
務
局
長
・
磯
野
剛
太
氏
、
東
京
学
芸

大
の
小
泉
武
栄
氏
、
穂
高
岳
山
荘
代
表

の
今
田
恵
氏
、
俳
優
・
小
野
寺
昭
氏
で

あ
っ
た
。

日
本
山
岳
会
か
ら
は
尾
上
昇
、
森
武

昭
、
小
林
政
志
、
野
口
い
づ
み
の
各
氏

と
筆
者
の
ほ
か
、
信
濃
支
部
の
会
員
も

多
数
参
加
さ
れ
た
。
な
お
、
森
、
野
口

氏
と
筆
者
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
後
の
交
流
会

に
も
参
加
し
、
山
岳
関
係
者
ら
と
交
流

を
深
め
た
。

昨
年
11
月
28
、29‥

日
に
、松
本
市
の
ま

つ
も
と
市
民
芸
術

館
に
て「
第
５
回
岳

都
・
松
本
山
岳
フ

ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

５
」（
主
催
：
松
本

市
、全
国「
山
の
日
」

協
議
会
、日
本
山
岳

会
信
濃
支
部
、信
濃

毎
日
新
聞
社
な
ど
）

が
開
催
さ
れ
た
。後

援
は
林
野
庁
、長
野

県
、マ
ス
コ
ミ
各
社

な
ど
13
機
関
、協
力

は
山
と
溪
谷
社
な

ど
13
機
関
、
出
展
・

協
賛
は
50
社
だ
っ

た
。フ

ォ
ー
ラ
ム
で

は
講
座
、ト
ー
ク
シ

ョ
ー
、
パ
ネ
ル
・
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

R
EP

O
R

T

第
５
回
岳
都
・
松
本
山
岳
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５

開
催　
　

野
口
い
づ
み
理
事
が
百
十
周
年
記
念
講
演　
　

医
療
委
員
会
委
員
長　

浜
口
欣
一

｢登山のトラブル回避術｣について講演する野口理事
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『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東　

山
岳
地
図
帳
』

本
書
は
、
東
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
東
チ
ベ
ッ

ト
、
四
川
、
青
海
、
雲
南
な
ど
７
つ
の

山
域
を
網
羅
し
た
画
期
的
な
地
図
帳
で
、

名
誉
会
員
で
も
あ
る
中
村
保
さ
ん
の
労

作
。
念ニ

ン

青
チ
ェ
ン

唐タ

古ン

拉ラ

山
な
ど
の
横
断
山

脈
全
域
を
中
心
に
、
ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
、

ガ
ン
ケ
ル
・
プ
ン
ス
ム
な
ど
に
加
え
、
マ

ク
マ
ホ
ン
・
ラ
イ
ン
上
の
ピ
ー
ク
の
地
図

も
含
ま
れ
、
か
な
り
広
域
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
地
図
帳
は
こ
れ
ま

で
世
界
に
例
が
な
く
、
半
世
紀
は
そ
の

価
値
を
失
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

構
成
は
原
則
と
し
て
地
図
の
見
開
き

と
写
真
の
見
開
き
が
４
ペ
ー
ジ
ず
つ
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
53
葉
の
詳
細
地

図
と
５
３
０
点
を
超
え
る
写
真
は
見
ご

た
え
が
あ
る
。
ま
た
解
説
は
、「
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
東
」の
地
理
学
的
考
察
、「
最
後
の

辺
境
」
と
い
わ
れ
る
探
検
史
や
入
域
許

可
の
問
題
に
も
触
れ
ら
れ
、
興
味
深
い
。

解
説
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
も
日
・
英
・

中
国
語
で
表
記
さ
れ
、
世
界
を
視
野
に

入
れ
た
構
成
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
ら

れ
る
と
思
わ
れ
る
。

発
行
：
２
０
１
６
年
１
月　

定
価
：

１
万
円
+
税　

判
型
：
菊
倍
判
（
３
０

４
㎜
×
２
１
８
㎜
）
上
製　

頁
数
：
３

５
２
ペ
ー
ジ

『
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
』

日
本
山
岳
会
東
海
支
部
の
編
纂
に
な

る
６
５
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
大
著
。
東

部
カ
ラ
コ
ル
ム
、
カ
シ
ミ
ー
ル
か
ら
ガ

ル
ワ
ー
ル
、
シ
ッ
キ
ム
、
ア
ッ
サ
ム
・

ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
に
至
る
東
西
約
１
０

０
０
㎞
に
広
が
る
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

全
域
を
13
の
山
域
に
大
別
し
、
そ
の
す

べ
て
に
山
の
概
要
、
概
念
図
、
解
説
が

付
い
た
、
ま
さ
に「
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
百
科
事
典
」、
集
大
成
と
な
っ
た
。

ま
た
、
日
本
隊
を
中
心
に
主
要
な
登

山
隊
の
記
録
も
多
数
掲
載
さ
れ
て
、
生

き
た
登
山
史
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。

随
想
や
探
査
記
録
も
興
味
深
く
、
変
化

に
富
ん
だ
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

巻
末
に
は
、
自
然
、
社
会
、
歴
史
、
探

検
、
登
山
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
た
解

説
も
付
き
、
和
洋
文
献
も
網
羅
さ
れ
て

い
る
。
執
筆
は
、
名
城
大
学
の
沖
允
人

さ
ん
を
中
心
に
し
た
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
精
通
者
や
、
日
本
と
イ
ン
ド
を
代

表
す
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
ニ
ス
ト
約
30
名
が
担

当
、
前
著
と
と
も
に
日
本
山
岳
会
創
立

百
十
周
年
の
記
念
出
版
と
し
て
、
世
界

に
誇
れ
る
労
作
と
な
っ
た
。
東
海
支
部

が
総
力
を
挙
げ
て
編
集
に
あ
た
っ
た
。

発
行
：
２
０
１
５
年
12
月　

定
価
：

６
０
０
０
円
+
税　

判
型
：
Ａ
５
判
上

製　

頁
数
：
６
５
３
ペ
ー
ジ

『
改
訂　

新
日
本
山
岳
誌
』

本
書
は
、
11
年
前
に
創
立
百
周
年
記

念
出
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
新
日
本

山
岳
誌
』の
改
訂
版
。初
版
は
24
各
支
部

の
協
力
を
得
て
、
７
年
の
歳
月
を
懸
け

て
編
纂
さ
れ
た
「
山
の
エ
ン
サ
イ
ク
ロ

ペ
デ
ィ
ア
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
大

著
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
こ
の
10
年
間
に
お
い
て

自
然
界
で
も
、
社
会
面
で
も
大
き
な
変

化
が
あ
り
、
全
面
的
な
改
訂
が
望
ま
れ

て
い
た
。
例
え
ば
東
日
本
大
震
災
や
御

嶽
山
の
噴
火
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
２

０
０
５
～
６
年
に
か
け
て
平
成
の
大
合

併
が
実
施
さ
れ
、
国
土
地
理
院
か
ら
は
、

山
岳
の
標
高
改
訂
も
発
表
さ
れ
た
。
も

ち
ろ
ん
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
道
路
・

交
通
事
情
の
変
化
も
激
し
い
。
こ
れ
ら

の
変
化
や
登
山
ル
ー
ト
の
確
認
を
全
32

支
部
に
お
願
い
し
、
さ
ら
に
編
集
部
で

も
実
際
の
地
図
上
で
再
確
認
し
、
よ
り

精
度
を
高
め
て
あ
る
。

収
録
山
座
数
は
、
初
版
時
と
変
わ
ら

ず
約
３
０
０
０
座（
索
引
の
項
目
数
）だ

が
、
解
説
文
中
で
関
連
す
る
山
座
数
を

加
え
る
と
約
４
０
０
０
座
と
な
る
。

発
行
：
２
０
１
６
年
４
月　

定
価
：

１
万
８
０
０
０
円
＋
税　

判
型
：
菊
判

上
製
、
函
入
り　

頁
数
：
２
０
１
６
ペ

ー
ジ

＊
こ
れ
ら
３
点
は
、
㈱
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
に

限
り
２
割
引
き
で
購
入
で
き
ま
す
。
購

入
方
法
は
全
会
員
に
お
送
り
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業

創
立
記
念
出
版
と
し
て
大
著
３
点
を
刊
行
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私
は
広
島
県
の
西
条
と
い
う
所
で
酒

造
り
を
営
ん
で
い
ま
す
。
賀
茂
泉
酒
造

と
い
う
酒
蔵
で
、
創
業
か
ら
１
０
０
年

を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
西
条
に
は
、
軒

を
連
ね
る
よ
う
に
６
軒
の
酒
蔵
が
営
業

し
て
い
ま
す
。
灘
、伏
見
と
並
ぶ「
日
本

三
大
銘
醸
地
」の
一
つ
と
し
て
、「
酒
都

西
条
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
酒
造
り
は
、
町
の
北
側
に

あ
る
龍
王
山
の
伏
流
水
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
標
高
５
７
５
ｍ
の
龍
王
山
に
降

っ
た
雨
が
、
50
年
か
け
て
私
た
ち
の
所

に
や
っ
て
来
る
の
で
す
。
旧
山
陽
道
の

下
に
あ
る
岩
盤
に
守
ら
れ
た
、
お
よ
そ

東
西
１
㎞
、
南
北
３
０
０
ｍ
と
い
う
ご

く
限
ら
れ
た
地
域
に
流
れ
て
来
る
水
で
、

鉄
分
が
少
な
く
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
含
ん

だ
中
硬
水
で
す
。
こ
の
水
を
「
奇
跡
の

水
」と
呼
ん
だ
学
者
も
い
ま
し
た
。

こ
の
龍
王
山
の
水
は
、
酒
だ
け
で
な

く
、
西
条
で
生
活
す
る
人
々
も
利
用
す

る
大
切
な
水
で
す
。
私
た
ち
は
地
下
水

を
守
る
た
め
、
産
官
学
民
の
協
働
で
山

の
整
備
を
行
な
い
、
ま
た
、
森
林
保
全

活
動
や
調
査
研
究
活
動
に
支
援
・
助
成

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。「
西
条
・
山
と
水

の
環
境
機
構
」と
い
う
組
織
で
、２
０
０

１
年
に
設
立
。
酒
造
組
合
内
に
事
務
所

を
置
き
、
西
条
の
酒
１
升
に
付
き
１
円

の
基
金
を
集
め
て
い
ま
す
。

設
立
の
翌
年
、東
広
島
市
一
帯
で「
森

林
と
市
民
を
結
ぶ
全
国
の
集
い
」
を
主

催
。ま
た「
第
１
回
ひ
ろ
し
ま『
山
の
日
』

県
民
の
集
い
」
を
龍
王
山
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
毎
年
６
月
第
１
日
曜
日
に
、

県
内
各
市
町
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
毎
回
、
各
開
催
地
合
計
で
１
万

人
が
参
加
す
る
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
の
祝
日「
山
の
日
」制
定
の
一
助
に

な
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

日
本
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
各

地
に
立
派
な
独
立
峰
や
巨
大
な
山
脈
、

身
近
に
は
里
山
が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
か

ら
川
が
流
れ
、
湖
や
池
が
あ
り
、
美
し

い
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
新

緑
や
紅
葉
、
雪
景
色
な
ど
を
楽
し
め
る

四
季
も
あ
り
ま
す
。

雨
に
恵
ま
れ
、
山
に
恵
ま
れ
、
そ
し

て
水
に
恵
ま
れ
た
日
本
。
各
地
に
銘
菓

が
あ
る
よ
う
に
、
各
地
に
地
酒
が
あ
り

ま
す
。「
水
が
合
わ
な
い
」と
い
う
言
い

「
山
の
日
に
向
け
て
」
山
を
考
え
る
⑦

山
づ
く
り
、水
づ
く
り
、酒
づ
く
り

前
垣
壽
男

方
が
あ
る
よ
う
に
、
地
域
地
域
で
水
の

味
が
違
い
、
お
の
ず
と
地
酒
の
味
も
違

い
ま
す
。

先
月
、
座
禅
を
し
て「
あ
り
が
と
う
」

を
唱
え
、
今
ま
で
に
出
会
っ
た
人
た
ち

を
瞑
想
す
る
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
不

思
議
と
山
の
人
々
ば
か
り
が
浮
か
ん
で

き
ま
し
た
。
針
ノ
木
峠
の
小
屋
に
掛
か

っ
て
い
た「
山
を
想
え
ば
人
恋
し
、人
を

想
え
ば
山
恋
し
」
と
書
か
れ
た
木
札
を

思
い
出
し
、
燗
の
純
米
酒
を
飲
み
な
が

ら
、
山
へ
の
想
い
に
し
ば
し
耽
っ
て
い

ま
し
た
。
山
は
酒
の
恵
み
だ
け
で
は
な

く
、
人
の
恵
み
も
育
ん
で
い
ま
す
。
50

年
に
及
ん
で
流
れ
る
地
下
水
の
よ
う
に
、

湧
き
出
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
西
条
・
山
と
水
の
環
境
機
構
理
事
長
、

賀
茂
泉
酒
造
蔵
主
）

「
山
の
日
」
メ
モ　

全
国「
山
の
日
」協
議
会
が
、
年
明
け

早
々
に
も
財
団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
▼
こ
れ
ま
で

の
２
年
間
は
任
意
団
体
と
し
て
、
主
と

し
て
国
民
の
祝
日「
山
の
日
」の
周
知
活

動
を
展
開
し
て
き
た
が
、
組
織
の
基
盤

を
拡
大
強
化
す
る
た
め
、
一
般
財
団
法

人
と
し
て
の
定
款
案
を
ま
と
め
、
年
内

に
も
設
立
認
可
を
申
請
す
る
。
11
月
20

日
開
催
し
た
同
協
議
会
の
臨
時
総
会
が

全
会
一
致
で
決
め
た
。
設
立
後
は
、
な

る
べ
く
早
い
時
期
に
公
益
財
団
法
人
を

目
指
す
と
い
う
▼
定
款
案
は
、
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
事
業
と
し
て
「
山
の

日
」の
記
念
大
会
開
催
、
児
童
、
若
者
が

山
や
自
然
に
親
し
む
た
め
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
、
森
や
水
源
の
確
保
、
安
全
対
策
、

地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
事

業
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
▼
会
員（
人
）が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
社
団
法
人
と
異

な
り
、
資
金
･
財
産
を
ベ
ー
ス
に
す
る

財
団
を
ど
う
動
か
す
か
。
設
立
認
可
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
い
が
、
公
益
財
団

へ
の
道
は
容
易
で
は
な
か
ろ
う
▼
日
本

山
岳
会
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
。
支

部
活
動
の
活
性
化
、
会
員
増
を
目
指
す

小
林
会
長
、
担
当
･
大
久
保
副
会
長
の

積
極
的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。‥

‥

（
成
川
隆
顕
）

地下水を守るためには、水源の山の手入れも欠かせない
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近
藤
等
先
生
を
偲
ぶ

 
大
森
久
雄

山
と
人
と
が
強
く
結
び
つ
く
場
合
が

あ
る
。
黒
部
と
冠
松
次
郎
、
尾
瀬
と
武

田
久
吉
、
奥
秩
父
と
木
暮
理
太
郎
・
田

部
重
治
な
ど
。
そ
の
例
で
い
え
ば
、
ア

ル
プ
ス
な
ら
近
藤
等
で
あ
る
。

１
９
５
０
年
代
か
ら
６0
年
代
、
近
藤

先
生
が
訳
出
す
る
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
の
著
作
は
、
日
本
の
登
山
界
に

革
命
的
な
変
革
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

っ
た
。
モ
ー
リ
ス
・
エ
ル
ゾ
ー
グ『
処
女
峰

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
』、
ガ
ス
ト
ン
・
レ
ビ
ュ
フ

ァ
『
星
と
嵐
』、『
雪
と
岩
』、フ
リ
ゾ
ン
・

ロ
ッ
シ
ュ
『
ザ
イ
ル
の
ト
ッ
プ
』な
ど
に
代

表
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
山
か
ら
生
ま
れ

た
著
作
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
山
の

世
界
に
あ
っ
た
考
え
や
技
術
を
雪
崩
の

よ
う
に
押
し
流
し
て
、
別
種
の
思
潮
を

植
え
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
レ
ビ
ュ

フ
ァ
を
代
表
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
派
の
颯

爽
と
し
た
岩
壁
・
氷
雪
壁
の
登
攀
写
真

が
伝
え
る
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
は
、
夢
の
世
界

の
出
来
事
の
よ
う
に
魅
力
的
だ
っ
た
。

や
ぶ
や
草
付
き
な
ど
の
な
い
、す
っ
き

り
と
し
た
花
崗
岩
の
大
岩
壁
、
荒
々
し

い
氷
河
と
光
る
氷
壁
を
舞
台
に
し
て
舞

い
踊
る
彼
ら
の
姿
に
魅
惑
さ
れ
て
山
に

の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
若
者
は
多
い
。

手
拭
い
の
鉢
巻
き
、
足
袋
に
わ
ら
じ
、

擦
り
切
れ
た
古
い
チ
ョ
ッ
キ
、
汚
れ
た

ひ
げ
面
…
…
。
そ
う
し
た
世
界
か
ら
仰

ぎ
見
る
彼
ら
は
、
き
ら
き
ら
と
光
り
輝

い
て
い
た
。
そ
れ
は
い
ま
の
時
代
か
ら

は
想
像
で
き
な
い
、
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ

ョ
ッ
ク
と
も
言
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
私

た
ち
に
与
え
た
。

山
登
り
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
感

覚
が
流
れ
込
ん
で
き
た
の
も
、
こ
う
し

た
著
作
群
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。日
本
の
山
登
り
は
、近
藤
先
生
の
紹

介
す
る
数
々
の
本
に
よ
っ
て
、
木
暮
理

太
郎
・
田
部
重
治
か
ら
深
田
久
弥
へ
と

続
く
、
輸
入
品
で
は
な
い
山
登
り
と
は

別
種
の
、
地
中
海
的
・
ラ
テ
ン
的
な
明

る
い
世
界
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
生
み
出
す
新
時
代
の

こ
う
し
た
息
吹
の
精
力
的
な
紹
介
者
と

し
て
、
そ
の
中
心
に
い
た
の
が
近
藤
先

生
で
あ
っ
た
。
田
口
二
郎
『
東
西
登
山

史
考
』（
岩
波
書
店
刊
）
は
そ
れ
を
「
近

藤
等
の
訳
業
が
果
た
し
た
功
績
は
大
き

い
」と
書
き
と
め
て
い
る
。

　
　
　

＊

近
藤
先
生
は
私
が
学
ん
だ
早
稲
田
大

学
文
学
部
仏
文
専
修
の
大
先
輩
だ
が
、

は
じ
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
大
学

４
年
の
と
き
だ
っ
た
。
読
ん
で
い
た
フ

ラ
ン
ス
の
山
の
本
で
わ
か
ら
な
い
言
葉

が
あ
り
、
商
学
部
の
研
究
室
に
訪
ね
て

行
っ
た
。
そ
れ
以
来
の
60
年
に
及
ぶ
お

付
き
合
い
だ
が
、
卒
業
後
、
出
版
編
集

と
い
う
職
種
の
関
係
か
ら
仕
事
の
う
え

で
も
助
け
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
こ

の
本
は
君
が
や
り
た
ま
え
、
と
翻
訳
の

世
界
に
も
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
家
族

ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
だ
っ
た
が
、
さ

ば
け
た
性
格
だ
し
合
理
的
な
考
え
の
持

ち
主
だ
っ
た
か
ら
、
余
計
な
神
経
を
使

う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
衣
服
な
ど
生
活

全
般
も
垢
ぬ
け
し
て
い
て
、
ひ
と
言
で

い
え
ば
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
そ
う
い
う

方
だ
か
ら
、
山
岳
部
出
身
で
監
督
や
部

長
を
引
き
受
け
な
が
ら
も
、
古
い
殻
を

脱
ぎ
き
れ
な
い
大
学
山
岳
部
と
は
気
質

的
に
合
わ
な
い
面
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　

＊

１
９
６
０
年
代
以
降
、
先
生
は
ア
ル

プ
ス
を
縦
横
に
登
り
ま
く
っ
て
い
た
。

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
著
作
『
ア
ル
プ
ス

の
名
峰
』（
山
と
溪
谷
社
刊
）は
、
日
本

人
の
手
に
な
る
ア
ル
プ
ス
紹
介
の
本
と

し
て
は
最
高
の
も
の
で
あ
り
、
世
界
に

出
し
て
も
通
用
す
る
内
容
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
登
攀
活
動
の
記
録
や

ア
ル
プ
ス
登
攀
史
、
自
身
の
成
長
と
交

友
は
『
ア
ル
プ
ス
の
蒼
い
空
に
』
上
下

（
茗
溪
堂
刊
）に
く
わ
し
い
が
、
そ
れ
を

読
め
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
、
そ
れ
も
人
間
的
に
も

社
会
的
に
も
一
流
の
人
た
ち
と
親
交
を

結
び
、
そ
の
社
会
に
完
全
に
溶
け
込
ん

で
い
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
、『
ア
ル
プ

ス　

山
と
人
と
文
学
』『
ア
ル
プ
ス
を

描
い
た
画
家
た
ち
』
な
ど
と
共
に
、
山

（
特
に
ア
ル
プ
ス
）に
興
味
を
持
つ
の
な

ら
眼
を
通
し
て
お
く
べ
き
基
本
図
書
で

あ
る
。

日
本
人
と
ア
ル
プ
ス
と
の
付
き
合
い

は
、
高
島
北
海
、
吉
田
博
、
そ
し
て
辻

村
伊
助
、
近
藤
茂
吉
な
ど
を
ト
ッ
プ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
、
槇
有
恒
、
松
方
三
郎
、

浦
松
佐
美
太
郎
、
さ
ら
に
戦
前
の
掉
尾

を
飾
る
各
務
良
幸
、
高
木
正
孝
、
田
口

二
郎
へ
と
続
く
が
、
戦
後
の
近
藤
先
生

　
　

O B I T U A R Y

追

　
　悼
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の
場
合
は
ま
さ
に
新
時
代
と
言
え
て
、

戦
前
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
が
あ
る
。

戦
前
の
日
本
人
の
根
拠
地
は
グ
リ
ン
デ

ル
ヴ
ァ
ル
ト
だ
が
、
戦
後
は
そ
れ
が
シ

ャ
モ
ニ
に
変
わ
る
。
そ
し
て
、
大
岩
壁

や
難
ル
ー
ト
へ
挑
戦
す
る
若
い
人
た
ち

が
、
現
地
ガ
イ
ド
か
ら
も
高
く
評
価
さ

れ
る
登
攀
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な

る
。
い
ま
シ
ャ
モ
ニ
に
定
住
す
る
日
本

人
は
多
い
が
、Japoniard

（
ジ
ャ
ポ
ニ

ヤ
ー
ル
）
と
呼
ば
れ
て
現
地
の
人
か
ら

好
感
を
も
た
れ
て
い
る
。
シ
ャ
モ
ニ
の

住
民
を
フ
ラ
ン
ス
語
でC

ham
oniard

（
シ
ャ
モ
ニ
ヤ
ー
ル
）と
い
う
が
、
そ
れ

を
も
じ
っ
て
で
き
た
言
葉
で
あ
る
。

そ
う
い
う
世
界
に
開
拓
の
道
を
開
き
、

豊
か
に
実
ら
せ
た
の
が
近
藤
先
生
で
あ

っ
た
。
シ
ャ
モ
ニ
当
局
か
ら
名
誉
市
民

の
称
号
を
受
け
た
の
も
、
こ
う
し
た
業

績
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
１
９

７
２
年
の
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
フ

ラ
ン
ス
・
チ
ー
ム
の
ア
タ
ッ
シ
ェ
と
し

て
活
動
し
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
フ
ラ

ン
ス
政
府
か
ら
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル

勲
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

＊

槇
有
恒
の
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
初
登
攀

と
日
高
信
六
郎
の
モ
ン
・
ブ
ラ
ン
日
本

人
初
登
頂
と
が
１
９
２
１
年
。
近
藤
先

生
の
生
年
が
そ
の
年
。
さ
ら
に
、
大
の

仲
良
し
だ
っ
た
ガ
ス
ト
ン
・
レ
ビ
ュ
フ
ァ

も
同
年
と
な
れ
ば
、
そ
こ
に
は
運
命
的

な
縁
え
に
し

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
９
８
５
年
は
近
藤
先
生
に
と
っ
て

最
悪
の
年
で
あ
っ
た
。
ガ
ス
ト
ン
・
レ

ビ
ュ
フ
ァ
、
中
野
融
、
ア
ン
ド
レ
・
コ

ン
タ
ミ
ヌ
と
い
う
山
の
親
友
３
人
が
相

次
い
で
亡
く
な
る
の
を
迎
え
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
原
因
し
た
の

か
、
鬱う

つ

の
よ
う
に
な
っ
て
、
元
気
が
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
２
年
後
、
１

９
８
７
年
夏
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ア
ル

プ
ス
、
ダ
ッ
ハ
シ
ュ
タ
イ
ン
に
登
り
に

行
っ
た
。
私
は
そ
れ
に
同
行
し
た
の
だ

が
、
宮
崎
秀
夫
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
先
生

と
ロ
ー
プ
を
結
ん
だ
。
先
生
と
山
へ
ご

一
緒
し
た
の
は
そ
れ
が
唯
一
の
機
会
だ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
山
を
登
り
終
え
て

か
ら
は
、
い
っ
さ
い
の
山
で
の
行
動
は

な
く
な
っ
た
。
全
身
全
霊
で
ア
ル
プ
ス

を
楽
し
ん
だ
近
藤
先
生
に
と
っ
て
、
そ

れ
は
白
鳥
の
歌
と
な
っ
た
。

＊
２
０
１
５
年
11
月
29
日
歿
。
享
年
94
。

年
譜
、著
作
目
録
な
ど
は
『
山
岳
』
第
百

十
一
年（
２
０
１
６
年
）号
に
掲
載
予
定
。

ま
た
本
稿
で
不
足
す
る
面
は
、
近
藤
等

『
ア
ル
プ
ス
の
空
の
下
で
』（
中
公
文

庫
・
１
９
８
０
年
）
の
解
説
を
参
照
さ

れ
た
い
。

スイス・ヴァリス山群のアラリンホルン東北東稜を登攀する近藤
等名誉会員（自著『アルプスの碧い空に』下巻（茗溪堂刊）のジャ
ケットから

平成28年度通常総会の日程および会場
　例年、本会の通常総会は６月の第３土曜日に開催し
てまいりました。平成28年度につきましては、近年使
用してきたＪＲ四ツ谷駅前のプラザエフも含め、６月
の第３土曜日に確保できる会場がないため、日程・会
場ともに変更し、下記のとおり開催させていただきま
す。あらかじめお知らせいたしますので、ご予定にお
組み入れいただければ幸いです。
日程：平成28年６月25日（土）午後
会場：ＴＫＰ市ヶ谷カンファレンス・センター
（東京都新宿区市谷八幡町８番地　ＴＫＰ市ヶ谷ビル）
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山
行
委
員
会

紅
葉
と
温
泉
の
バ
ス
旅　

奥
会
津
博
士
山
と
小
野
岳
に

参
加
し
て

昨
年
と
今
年
は
会
津
に
縁
あ
っ
て
、

山
と
ス
キ
ー
と
温
泉
と
で
今
回
は
名
前

も
知
ら
な
か
っ
た
小
野
岳
と
博
士
山
に

行
け
て
、
こ
ん
な
に
良
い
山
に
来
れ
た

こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
帰
り
道

で
は
小
林
さ
ん
と「
よ
か
っ
た
ね
～
」と

二
人
で
連
発
で
し
た
。

10
月
17
日（
土
）‥

新
宿
を
出
発
。途
中

小
雨
が
降
り
出
す
が
、
小
野
岳
・
大
内

登
山
口
で
は
曇
り
空
。
赤
や
黄
色
の
落

ち
葉
を
踏
み
し
め
、
頂
上
か
？
と
思
い

き
や
、
ま
だ
ま
だ
先
で
何
度
も
偽
山
頂

に
だ
ま
さ
れ
て
や
っ
と
石
の
祠
の
あ
る

広
い
小
野
岳
山
頂
に
着
き
、
19
名
の
会

員
さ
ん
全
員
集
合
記
念
撮
影
を
し
て
下

山
す
る
。
帰
り
は
太
陽
の
日
差
し
に
紅

や
黄
色
の
葉
が
よ
り
一
層
映
え
る
。
お

宿
は
会
津
柳
津
温
泉
。

10
月
18
日（
日
）朝
食
を
済
ま
せ
8
時

に
出
発
。
博
士
山
道
海
泣
き
尾
根
登
山

口
か
ら
急
坂
の
道
が
続
く
ら
し
い
。
上

に
登
る
ご
と
に
尾
根
も
や
せ
尾
根
と
な

り
気
が
抜
け
な
い
状
態
と
な
る
。
若
い

と
き
は
岩
と
か
や
せ
尾
根
と
か
藪
と
か

滝
と
か
大
好
き
だ
っ
た
が
、
今
私
は
高

齢
者
！

バ
ラ
ン
ス
悪
く
な
っ
て
る
し

ね
ぇ
、仕
方
な
い
で
す
ね
。し
ば
ら
く
行

く
と
大
き
な
ア
ス
ナ
ロ
が
分
岐
に
立
っ

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
少
し
緩
や
か
に

な
っ
た
。
博
士
山
頂
上
に
着
く
と
す
ぐ

に
お
昼
の
お
弁
当
を
広
げ
て
食
べ
始
め

た
。博

士
山
は
人
気
が
あ
る
山
の
よ
う
で
、

い
つ
の
間
に
か
山
頂
は
人
の
山
…
…
。

昼
食
が
終
わ
っ
た
の
で
後
か
ら
来
た

方
々
に
場
所
を
空
け
、
下
山
す
る
。
帰

り
は
近
洞
寺
尾
根
へ
下
る
が
、
登
り
道

よ
り
尾
根
が
広
く
安
全
？

で
も
や
は

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です。

り
急
斜
面
…
…
。
大
き
な
大
き
な
ア
ス

ナ
ロ
、
大
き
な
五
葉
の
松
、
辺
り
は
錦

織
り
な
す
美
し
い
奥
会
津
の
山
々
！

登
山
口
に
着
く
と
バ
ス
が
待
っ
て
い
て
、

楽
し
い
山
旅
が
終
わ
っ
た
。

飲
み
放
題
食
べ
放
題
。
贅
沢
な
山
旅

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
宿

駅
で
解
散
後
、
小
林
さ
ん
と
二
人
、
無

事
福
井
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

‥

（
大
田
慶
子
）

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

第
23
回
写
真
展
「
心
に
映
る

山
々
」

２
０
１
５
年
度
の
写
真
展
は
11
月
12

～
18
日
、
例
年
ど
お
り
四
谷
の
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

出
展
数
は
37
点
、
来
場
者
は
７
０
０
名

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
こ
数
年
、
デ
ジ
カ

メ
作
品
の
増
え
て
き
た
こ
と
が
話
題
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
、
そ
の
増
加

は
や
や
落
ち
着
き
、
45
％
を
占
め
る
今

年
の
フ
ィ
ル
ム
作
品
の
割
合
は
、
フ
ィ

ル
ム
は
未
だ
健
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
理
由
は
様
々
だ
が
、
写
真
と

い
う
も
の
は
対
象
に
向
か
っ
て
一
枚
一

枚
丁
寧
に
撮
る
も
の
、
と
い
う
気
持
ち

『山岳』の原稿募集
　本会の機関誌『山岳』第百十一年（2016年）の発刊は、
本年６月下旬を予定しております。原稿の締め切りは
３月末となりますが、会員の皆様方からのご投稿をお
待ちしております。なお、採否につきましては、恐縮
ですが編集委員会に一任させて下さい。
　手書き原稿でも結構ですが、できますれば下記宛、
メールでのご連絡、ご投稿をお願い申し上げます。
【送り先】〒274-0073船橋市田喜野井2－1－4‥‥節田重節
047-476-1273 j-setsuda@ray.ocn.ne.jp

（『山岳』編集委員会委員長　節田重節)
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が
会
員
の
中
に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
の
表
れ
と
思
わ
れ
る
。

写
真
展
の
案
内
ハ
ガ
キ
と
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
、「
日
本
山
岳
会
創
立
１
１
０
周

年
」お
よ
び「
８
月
11
日
は
国
民
の
祝
日

『
山
の
日
』→
２
０
１
６
年
ス
タ
ー
ト
」

を
記
載
し
た
。
そ
れ
ら
を
目
に
し
た
来

場
者
か
ら
は
、「
日
本
山
岳
会
は
明
治

時
代
に
誕
生
し
た
ん
で
す
ね
！
」
と
の

声
が
あ
っ
た
し
、「
生
誕
１
０
０
年
の

大
正
池
」（
加
藤
春
男
会
員
撮
影
）と
題

し
た
作
品
を
見
な
が
ら
「
日
本
山
岳
会

は
、大
正
池
よ
り
古
い
ん
で
す
ね
」と
言

わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
な
ど
、
改
め
て

１
１
０
年
の
歴
史
を
感
じ
る
機
会
に
な

っ
た
。

今
年
度
の
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の
一
大
ニ

ュ
ー
ス
は
、
高
尾
山
の
麓
に
今
夏
開
館

し
た「
高
尾
５
９
９
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」か

ら
写
真
展
の
依
頼
が
飛
び
込
ん
で
き
た

こ
と
で
あ
る
。
連
絡
の
入
っ
た
の
が
９

月
の
末
。
大
急
ぎ
で
準
備
を
し
た
高
尾

展
は
、
10
月
10
～
12
日
の
３
日
間
で
１

１
３
７
名
も
の
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た

だ
け
た
。会
場
で
は「
ワ
～
、キ
レ
イ
！
」

と
か
「
こ
ん
な
所
に
行
っ
て
み
た
～

い
！
」と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
、目

の
前
の
写
真
の
醸
し
出
す
雰
囲
気
へ
の

感
動
と
い
っ
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
た
。

一
般
に
「
山
岳
写
真
展
」
と
い
う
と
、

来
場
者
の
話
題
は
と
か
く
構
図
が
ど
う

の
、
色
合
い
が
ど
う
の
、
は
た
ま
た
レ

ン
ズ
の
性
能
云
々
と
い
う
こ
と
に
な
り

が
ち
で
あ
る
。
そ
う
い
う
世
界
に
身
を

置
い
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
〝
写
真
が
趣

味
〟
と
い
う
私
た
ち
に
と
っ
て
、「
５
９

９
」
で
耳
に
し
た
声
は
大
変
新
鮮
な
も

の
に
感
じ
ら
れ
た
。

作
品
は
左
記
の
会
場
を
巡
回
す
る
。

ご
来
場
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

鳥
取
県
・
伯
耆
国
山
岳
美
術
館
（
４

～
５
月
）
→
山
小
屋
サ
ミ
ッ
ト
・
渋
谷

（
５
月
）→
酒
田
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

（
６
月
）→
長
野
市
・
柏
与
フ
ォ
ト
サ
ロ

ン
大
門（
９
月
）→
高
尾
５
９
９
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム（
10
月
）

（
夏
原
寿
一
）

業者による撤収作業
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11
月
28
、
29
日
の
参
加
者
の
「
期
待
し

て
い
る
。
応
援
す
る
。
こ
の
活
動
に
参

加
し
た
い
」
な
ど
の
声
を
多
数
聴
く
に

及
ん
だ
こ
と
か
ら
、
広
島
湾
岸
ト
レ
イ

ル
に
は
、
フ
ォ
ロ
ー
の
風
が
次
第
に
強

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
37
人
の
仲
間
と

力
を
合
わ
せ
、
広
島
湾
岸
ト
レ
イ
ル
構

想
実
現
に
向
か
っ
て
力
の
限
り
取
り
組

み
た
い
。

（
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
研
究
会
・
田
川
宏

規
）

広
島
支
部

「
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
広
島
」
開
催
さ
る

平
成
25
年
に
「
広
島
に
ロ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
を
つ
く
ろ
う
！
」
を
キ
ャ
ツ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
広
島
支
部
の
有
志
3
人
で

起
ち
上
げ
た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
研
究
会

は
、
一
昨
年
４
月
か
ら
始
め
て
13
ヶ
月

を
費
や
し
、
広
島
湾
岸
に
連
な
る
30
山
、

45
峰
を
踏
査
、
整
備
の
結
果
、
２
市
５

町
に
ま
た
が
る
全
長
１
２
９
・
５
㎞
に

も
及
ぶ
長
距
離
自
然
歩
道
「
広
島
湾
岸

ト
レ
イ
ル
」の
コ
ー
ス
を
設
定
で
き
た
。

そ
の
お
披
露
目
会
と
も
い
う
べ
き

「
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

広
島
」を
昨
年
11
月
28
日
に
、広
島
市
安

芸
区
・
安
芸
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
た
。
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
協
議

会
と
、こ
の
コ
ー
ス
を
維
持
、管
理
、運

営
す
る
た
め
に
6
月
に
設
立
さ
れ
た
コ

ー
ス
周
辺
の
17
団
体
で
構
成
す
る
広
島

湾
岸
ト
レ
イ
ル
協
議
会
の
共
催
で
、
観

光
庁
、
国
交
省
中
国
運
輸
局
、
広
島
県

お
よ
び
コ
ー
ス
沿
線
の
広
島
市
を
中
核

と
し
た
４
市
５
町
ほ
か
の
後
援
を
得
て
、

11
月
28
日（
土
）に
フ
ォ
ー
ラ
ム（
定
員

３
０
０
人
）を
開
催
、29
日（
日
）に
ト
レ

イ
ル
体
験
会
（
６
会
場
、
定
員
１
５
０

人
）を
実
施
し
た
。

す
べ
て
が
手
探
り
の
踏
査
活
動
と
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
関
し
て
は
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
ほ
ど
の
労
苦
を
伴
っ
た

が
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
研
究
会（
現
会
員

37
人
）
の
汗
と
英
知
を
結
集
し
た
28
ヶ

月
の
活
動
の
結
果
、
延
べ
五
百
余
人
の

市
町
民
が
集
い
、
予
想
を
上
回
る
盛
況

ぶ
り
だ
っ
た
。

登
山
関
係
者
で
す
ら
知
ら
な
い
単
語

の「
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
ま
た
活
動
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
走
ら
せ
た
車
の
走

行
距
離
は
、
こ
の
10
ヶ
月
で
２
万
㎞
近

く
に
も
な
っ
た
。
こ
の
走
行
距
離
が
物

語
る
よ
う
に
、
こ
の
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル

の
「
歩
く
山
旅
」
を
普
及
さ
せ
る
に
は
、

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

こ
れ
か
ら
も
多
大
な
時
間
と
費
用
が
か

か
る
が
、
国
を
は
じ
め
と
し
た
行
政
各

機
関
も
「
自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
、
国
づ
く
り（
地
域
・
観
光
振
興
）」を

進
め
て
お
り
、
ト
レ
イ
ル
は
時
代
の
要

請
と
も
思
わ
れ
る
。
ト
レ
イ
ル
を
健
康

資
源
と
し
て
、
ま
た
観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
登
山
振
興
に

つ
な
が
り
、地
域
振
興
、観
光
振
興
、登

山
振
興
の
三
位
一
体
型
の
好
循
環
ス
パ

イ
ラ
ル
と
な
る
と
確
信
す
る
。
日
本
山

岳
会
と
し
て
も
登
山
人
口
の
裾
野
を
広

げ
る
た
め
、
幅
広
い
社
会
貢
献
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
と
も
取
り
組
む
べ
き
道
か

と
思
う
。

私
た
ち
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
研
究
会
が

つ
く
っ
た
広
島
湾
岸
ト
レ
イ
ル
は
、
今

春
3
月
に
陸
路
２
５
０
㎞
を
オ
ー
バ
ー

し
、
海
上
路
も
含
め
る
と
３
０
０
㎞
を

オ
ー
バ
ー
し
て
完
成
す
る
。
昨
年
５
月

か
ら
広
島
湾
を
一
周
す
る
た
め
の
延
伸

計
画
を
進
め
て
お
り
、
世
界
遺
産
の
宮

島
を
含
む
ト
レ
イ
ル
は
、
正
に
広
島
湾

の
多
島
美
の
絶
景
と
と
も
に
歩
く
山
旅

と
な
る
。
山
を
、
川
を
、
海
を
、
島
を
、

街
を
越
え
て
広
島
湾
岸
を
周
回
し
て
歩

く
、
世
界
で
も
稀
な
コ
ー
ス
に
な
る
も

の
と
確
信
し
て
い
る
。

各
行
政
か
ら
の
支
援
、
協
力
体
制
も

次
第
に
整
い
つ
つ
あ
る
状
況
と
と
も
に
、



山　848−２０16・1・２０（第三種郵便物認可）

■15

深
田
志
げ
子
著

私
の
小
谷
温
泉

没
後
半
世
紀
を
過
ぎ
て
も
人
気
の
衰

え
な
い
深
田
久
弥
著
『
日
本
百
名
山
』。

そ
の
誕
生
の
陰
に
は
志
げ
子
夫
人
の
献

身
的
な
働
き
が
あ
っ
た
。
最
近
、
夫
人

が
折
々
に
書
き
残
し
た
文
章
が
一
冊
に

纏
ま
っ
た
。

著
書
は
、「
Ⅰ　

九
山
と
と
も
に
」　

「
Ⅱ　

山
に
逝
っ
た
夫
」「
Ⅲ　

私
の
小

谷
温
泉
」「
Ⅳ　

深
田
久
弥
の
著
書
に

よ
せ
て
」の
４
章
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、

見
逃
せ
な
い
の
は
や
は
り
標
題
作
「
私

の
小
谷
温
泉
」だ
ろ
う
。

一
高
に
合
格
し
て
上
京
し
た
深
田
さ

ん
は
、
本
郷
通
り
を
女
高
師
付
属
に
通

う
女
学
生
に
思
い
を
寄
せ
る
が
無
視
さ

れ
、
時
を
経
て
文
学
少
女
の
北
畠
八
穂

と
結
ば
れ
る
。『
津
軽
の
野
づ
ら
』で
世

に
出
た
深
田
さ
ん
は
、
一
躍
鎌
倉
文
士

の
仲
間
入
り
を
果
た
す
。
木
庭
家
の
秀

才
三
兄
弟
の
長
姉
で
あ
る
志
げ
子
さ
ん

は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
も
あ

っ
て
か
、
専
攻
科
を
出
る
と
職
業
婦
人

の
道
を
歩
む
。
弟
の
一
郎
（
文
藝
評
論

家
・
中
村
光
夫
）
の
結
婚
式
で
十
数
年

ぶ
り
に
再
会
し
た
二
人
は
、
ほ
ど
な
く

雨
飾
山
登
山
の
旅
に
出
る
。
雨
で
目
的

は
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、
秘
境
小
谷
温

泉
は
思
い
出
の
宿
と
な
っ
た
。

こ
の
旅
の
こ
と
は
深
田
さ
ん
も
書
い

て
い
る
か
ら
、
読
み
比
べ
る
の
も
一
興
。

深
田
さ
ん
の
人
生
の
「
思
い
が
け
な

い
伏
兵
」と
な
っ
た
志
げ
子
さ
ん
。鎌
倉

の
八
穂
さ
ん
は
病
弱
の
身
、
深
田
さ
ん

を
責
め
て『
津
軽
の
野
づ
ら
』は
自
分
が

書
い
た
と
触
れ
ま
わ
る
。
志
げ
子
さ
ん

に
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
が
、
戦
争
が
激

し
く
な
っ
て
深
田
さ
ん
は
そ
の
ま
ま
中

国
戦
線
へ
。
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
た
志

2015年11月
山と溪谷社刊
四六判　190㌻
定価　1500円＋税

図
書
紹
介

図書受入報告（2015年12月）
著　　者 書　　名 頁／サイズ 発　行　者 発行年 寄贈／購入別
山口峯生‥他　（編） 追想‥秩父宮妃殿下 65p／26cm 松平恒忠（私家版） 2015 発行者寄贈
日本山岳会東海支部‥（編）インド・ヒマラヤ‥Indian‥Himalaya‥‥：日本山岳会創立

110周年記念書籍
658p／21cm ナカニシヤ出版 2015 出版社寄贈

長谷川雄助‥（編） 日本山岳会北海道支部50年のあゆみ 224p／26cm JAC北海道支部 2015 発行者寄贈
京極紘一・鈴木貞信‥（編） オホーツク分水嶺完全踏査　東へ350キロ 137p／30cm JAC北海道支部 2015 発行者寄贈
ＪＡＣ医療委員会‥（編） 御嶽山噴火を考える‥‥-‥体験者の声を聞く‥-‥プログラ

ム・資料集
16p／30cm JAC医療委員会 2015 当会発行

池田錦重追悼集編集‥
委員会‥（編）

遍歴の山 ‥々‥：池田錦重‥遺稿・追悼集 230p／26cm 追悼集編集委員会 2015 発行者寄贈

南極OB会編集委員会‥（編）北極読本‥‥：歴史から自然科学、国際関係まで 195p／21cm 成山堂書店 2015 出版社寄贈
青山学院大学山岳部‥（編）90年の歴史を語る‥‥：残された資料から顧みる‥‥ 48p／30cm 青山学院大山岳部 2015 発行者寄贈
同志社大学登山隊‥（編）同志社大学極西ネパール遠征2015‥簡易報告書‥‥：

Aichyn峰‥6055m‥初登頂
26p／30cm 同志社大山岳部 2015 発行者寄贈

堤信夫‥ 新全図解クライミングテクニック‥‥：中級クライマーになる
ためのTIPS

144p／21cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈

甲斐崎圭‥ 山人たちの賦‥‥：山暮らしに人生を賭けた男たちのドラマ‥
（ヤマケイ文庫）

271p／15cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈

新ハイキング社‥（編） 東京近郊‥七福神めぐり‥‥：アッケラカンの笑顔が待って
るコースガイド43

252p／21cm 新ハイキング社 2015 出版社寄贈

柏澄子・大武美緒子‥ はじめよう！‥山歩きレッスンブック‥ 176p／21cm JTBパブリッシング 2015 著者寄贈
水野公代‥ 群青の天空に近い村‥‥Village‥in‥the‥Heavenly‥Sky‥‥

：パキスタンと日本のお話し
60p／21cm ハートゥ・ハートゥ 2015 著者寄贈

Cordes,‥Kelly The‥Tower‥‥：A‥Chronicle‥of‥Climbing‥and‥
Controversy‥on‥Cerro‥Torre

400p／24cm Patagonia 2014 購入

Brown,‥Kester‥（ｅｄ．） New‥Zealand‥Alpine‥Journal‥2015‥ 120p／24cm New‥Zealand‥A.C. 2015 発行者寄贈
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げ
子
さ
ん
は
、
実
家
の
母
と
幼
児
を
連

れ
て
湯
沢
に
疎
開
。
無
事
に
復
員
後
は

深
田
さ
ん
の
故
郷
大
聖
寺
へ
、
続
い
て

金
沢
に
転
居
す
る
。
東
京
嫌
い
と
書
い

て
は
い
る
が
、
離
婚
に
伴
う
前
夫
人
の

言
動
か
ら
、
モ
ノ
書
き
と
し
て
は
深
刻

な
思
い
も
あ
っ
た
の
で
は
。

上
京
し
た
深
田
さ
ん
を
迎
え
た
日
本

山
岳
会
は
、文
壇
と
は
無
縁
だ
っ
た
。以

後
、
小
説
よ
り
も
山
岳
紀
行
、
そ
し
て

ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
。

丸
善
を
通
し
て
海
外
か
ら
取
り
寄
せ
る

地
図
や
文
献
は
、
家
計
を
脅
か
し
た
が
、

夫
人
は
よ
く
そ
れ
に
耐
え
た
。当
時
、ヒ

マ
ラ
ヤ
を
狙
う
若
者
た
ち
は
、
深
田
さ

ん
の
文
献
や
知
識
を
頼
り
に
し
て
集
ま

り
、
寄
れ
ば
決
ま
っ
て
酒
盛
り
だ
っ
た
。

そ
れ
に
も
笑
顔
で
応
対
す
る
夫
人
は
、

誰
か
ら
も
慕
わ
れ
る
存
在
だ
っ
た
。

収
録
さ
れ
た
文
章
は
、
知
性
と
感
性

に
あ
ふ
れ
、
深
田
さ
ん
へ
の
献
身
と
家

族
へ
の
愛
情
に
満
ち
て
い
る
。

長
男
の
深
田
森
太
郎
氏
の
あ
と
が
き

に
は
胸
を
打
た
れ
た
。
両
親
を
子
ど
も

の
目
で
捉
え
て
、
な
す
べ
き
こ
と
を
果

た
し
て
卒
然
と
世
を
去
っ
た
母
親
へ
の

敬
意
と
愛
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の

あ
と
が
き
を
踏
ま
え
て
読
み
進
め
れ
ば
、

深
田
夫
妻
の
全
貌
が
理
解
で
き
る
で
あ

ろ
う
。‥

（
近
藤
緑
）

伊
藤
正
一
著

源
流
の
記
憶
―「
黒
部
の
山
賊
」と
開
拓

時
代北

ア
ル
プ
ス
の
最
奥
に
建
つ
三
俣
山

荘
な
ど
４
軒
の
山
小
屋
の
主
で
あ
る
伊

藤
正
一
氏
の
写
真
集
で
あ
る
。
写
真
集

と
い
う
と
、
四
季
折
々
の
美
し
く
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
山
々
の
写
真
を
イ
メ
ー
ジ

し
が
ち
だ
が
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表

紙
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
写
真
を
目
に
す
る

だ
け
で
、
た
だ
の
写
真
集
で
は
な
い
こ

と
が
伝
わ
る
だ
ろ
う
。

氏
が
三
俣
山
荘
の
前
身
で
あ
る
三
俣

蓮
華
小
屋
の
権
利
を
買
い
取
っ
た
の
は
、

終
戦
の
年
１
９
４
５
年
９
月
。
営
業
を

始
め
た
の
は
２
年
後
の
47
年
で
あ
る
。

こ
の
本
の
魅
力
は
、
そ
の
前
後
か
ら
撮

り
た
め
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
数
々
で
あ

る
。た

と
え
ば
、
風
が
吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う

な
初
期
の
三
俣
蓮
華
小
屋
、
小
屋
を
建

て
直
す
た
め
に
上
高
地
か
ら
槍
ヶ
岳
を

越
え
る
職
人
、
手
狭
に
な
っ
た
そ
の
小

屋
の
横
に
張
っ
て
客
を
収
容
し
た
と
い

2015年10月
山と溪谷社刊
A4判変型　176㌻
定価　2300円＋税

う
30
人
用
テ
ン
ト
、
雲
ノ
平
山
荘
建
築

の
た
め
に
１
０
０
㎏
を
超
え
る
梁
を
背

負
う
歩
荷
の
姿
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
な

が
ら
、
大
自
然
の
中
で
は
す
べ
て
を
人

の
手
で
行
な
う
し
か
な
い
と
い
う
、
当

た
り
前
の
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

る
。
安
全
で
快
適
な
登
山
を
楽
し
む
こ

と
に
慣
れ
た
ヤ
ワ
な
私
た
ち
は
、
も
し

三
俣
山
荘
が
な
け
れ
ば
、
さ
て
雲
ノ
平

へ
行
け
る
だ
ろ
う
か
、
裏
銀
座
を
歩
け

る
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
表
紙
の
写
真
は
「
１
９
５

７
年　

三
俣
へ
建
築
資
材
を
運
ぶ
歩
荷

た
ち　

伊
藤
新
道
」と
あ
る
が
、こ
の
伊

藤
新
道（
現
在
は
廃
道
）も
、
三
俣
や
雲

ノ
平
へ
の
荷
揚
げ
の
た
め
に
氏
が
造
っ

た
登
山
道
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
歩
荷
隊

は
上
高
地
を
発
つ
と
槍
ヶ
岳
山
荘
に
一

泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
ば
し
ば
荒

天
で
停
滞
し
歩
荷
の
食
糧
が
不
足
、
後

を
追
っ
て
食
糧
の
歩
荷
隊
が
出
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
苛
酷
さ
だ
っ
た
。

氏
の
著
書
に
は
ほ
か
に
当
時
、
こ
の

山
域
を
跋
渉
し
て
い
た
誇
り
高
き
山
人

た
ち
が
登
場
す
る
『
定
本　

黒
部
の
山

賊
』（
山
と
溪
谷
社
）が
あ
る
が
、
皮
の

背
当
て
に
銃
を
背
負
い
、
カ
モ
シ
カ
や

熊
を
仕
留
め
る
そ
の
勇
姿
も
本
書
に
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
へ
の
氏
の
深
い

愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
伊
藤
正
一
氏
と
い
え
ば
、
１

９
９
０
年
代
の
国
立
公
園
内
に
お
け
る

山
小
屋
の
地
代
を
め
ぐ
る
林
野
庁
と
の

裁
判
を
思
い
出
す
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

行
政
の
一
方
的
な
や
り
方
に
、
氏
が
異

議
を
申
し
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
す
で

に
和
解
に
な
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
山

小
屋
に
突
き
付
け
ら
れ
た
問
題
で
あ
り
、

私
た
ち
登
山
者
に
直
結
し
た
問
題
で
あ

る
。古
い
本
だ
が『
山
小
屋
は
い
ら
な
い

の
か
』（
三
俣
山
荘
撤
去
命
令
を
撤
回

さ
せ
る
会
・
編　

リ
ベ
ル
タ
出
版
）
が

参
考
に
な
る
。

‥

（
三
好
ま
き
子
）
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（
賛
成
15
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

【
協
議
事
項
】

１
・
会
員
制
度
の
検
討
状
況
と
今
後
の

進
め
方（
小
林
・
吉
川
）

日
本
山
岳
会
再
生
委
員
会
（
制
度
設
計

Ｗ
Ｇ
）
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
会

員
制
度
見
直
し
の
検
討
状
況
と
今
後
の

作
業
工
程
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

【
報
告
事
項
】

１
・
北
海
道
支
部
か
ら
の
日
本
山
岳
会

マ
ー
ク
の
使
用
許
可
申
請（
佐
藤
）

２
・
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
か
ら
の
著
作
物
使
用
申
請（
佐
藤
）

３
・
山
口
県
立
美
術
館
・
松
本
市
美
術

館
で
開
催
の
「
遥
か
な
る
山
発
見
さ
れ

た
風
景
美
」
展
へ
の
協
力
名
義
使
用
許

可
申
請（
佐
藤
）

４
・
ラ
ン
タ
ン
谷
復
興
支
援
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
へ
の
後
援（
佐
藤
）

５
・
１
１
０
周
年
記
念
式
典
・
晩
餐
会

の
実
施
状
況（
佐
藤
）

６
・
１
１
０
周
年
記
念
講
演
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
の
開
催（
野
口
）

７
・
1
月
度
理
事
会
・
常
務
理
事
会
の

開
催
日
程
に
つ
い
て（
佐
藤
）

８
・
全
国「
山
の
日
」協
議
会
の
臨
時
総

会
が
11
月
20
日
㈮
に
開
催
さ
れ
、
一
般

財
団
法
人
化
が
決
議
さ
れ
た
。（
吉
川
）

９
・「
山
」と『
山
岳
』の
編
集
体
制
の
見

直
し
と
コ
ス
ト
削
減
に
つ
い
て（
神
長
）

10
・
１
１
０
周
年
記
念
出
版
物
の
会
員

へ
の
案
内
に
つ
い
て（
佐
藤
・
神
長
）

11
・
電
子
国
土
賞
２
０
１
５
の
審
査
結

果（
佐
藤
）

12
・
学
生
部
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
実
施
状

況（
中
山
）

13
・
寄
付
金
及
び
助
成
金
の
受
入
報
告

（
吉
川
）

14
・
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
救
援
募
金
の
状

況（
佐
藤
）

15
・
第
19
回
全
国
山
岳
博
物
館
等
連
絡

会
議
開
催
に
つ
い
て（
勝
山
）

16
・
晩
餐
会
記
念
懇
親
山
行
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
第
８
回（
12
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時　

平
成
27
年
12
月
９
日
㈬
19
時
00

分
～
21
時
10
分

場
所　

集
会
室

【
出
席
者
】
小
林
会
長
、
吉
川
・
大
久

保
・
山
田
各
副
会
長
、
神
長
・

佐
藤
各
常
務
理
事
、
勝
山
・
中

山
・
野
口
・
大
槻
・
落
合
・
山

賀
・
直
江
・
星
・
谷
内
各
理
事
、

平
井
・
重
廣
各
監
事

【
審
議
事
項
】

１
・「
山
の
お
弁
当
」の
事
業
化
に
つ
い

て
首
都
圏
に
お
い
て「
山
の
お
弁
当
」を

事
業
化
す
る
に
あ
た
り
、
①
再
生
委
員

会
内
に
対
応
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

組
成
②
業
者
と
の
契
約
書
の
締
結
③
商

標
登
録
等
に
つ
い
て
審
議
し
た
。（
賛

成
15
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

２
・
助
成
金
の
応
募
申
請
に
つ
い
て

公
益
法
人
運
営
委
員
会
が
行
な
う
日

本
郵
便
株
式
会
社
の
年
賀
寄
附
金
か
ら

の
助
成
金
の
応
募
申
請
に
つ
い
て
審
議

し
た
。（
賛
成
15
名
、
反
対
な
し
で
承

認
）
併
せ
て
家
族
登
山
普
及
委
員
会
が

行
な
っ
た
公
益
財
団
法
人
安
藤
ス
ポ
ー

ツ
・
食
文
化
振
興
財
団
へ
の
助
成
金
の

応
募
と
当
会
へ
の
入
金
に
つ
い
て
報
告

を
行
な
っ
た
。

３
・
マ
ナ
ス
ル
60
周
年
記
念
事
業
の
実

施
に
つ
い
て

平
成
28
年
に
マ
ナ
ス
ル
登
頂
60
周
年

を
迎
え
る
こ
と
を
受
け
て
計
画
さ
れ
た

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
変
更
し
、
国
内
お
よ
び
ネ

パ
ー
ル
に
お
い
て
記
念
事
業
を
行
な
う

こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
ま
た
、
ネ

パ
ー
ル
に
お
け
る
行
事
に
関
し
て
は
海

外
登
山
基
金
か
ら
の
支
出
を
行
な
う
こ

と
に
つ
い
て
も
審
議
し
た
。（
賛
成
15

名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

４
・
入
会
希
望
者
承
認
に
つ
い
て

17
名
の
入
会
お
よ
び
1
名
の
復
活
に

つ
い
て
別
添
資
料
に
よ
り
審
議
し
た
。

会

務

報

告
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◆
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　

登
山
を
楽
し
く
す

る
科
学（
Ⅷ
） 

科
学
委
員
会

日
時　

３
月
12
日
㈯
13
時
～
17
時
（
受

付
12
時
30
分
～
）

場
所　

立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
11

号
館
１
１
５
１
教
室

演
題　

①「
あ
な
た
に
も
出
来
る
！
山

の
天
気
の
解
析
」
東
京
ス
キ
ー

山
岳
会
代
表
、
気
象
予
報
士
・

松
森
徹
氏　

②
「
日
本
の
森

列
伝
か
ら　
　

北
限
の
ブ
ナ

と
驚
異
の
立
山
杉
」
森
林
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
・
米
倉
久
邦
氏　

③
「
そ
も
そ
も
、
火
山
っ
て
な

に　
　

マ
グ
マ
、
噴
火
、
溶
岩

の
基
礎
知
識
」
元
立
正
大
学
地

球
環
境
科
学
部
教
授
・
福
岡
孝

昭
氏

（
勝
山
）

17
・「
山
」
12
月
号
の
発
行
に
つ
い
て

（
神
長
）

【
連
絡
事
項
】

１
・
内
閣
府
か
ら
の
２
０
１
５
年
度
冬

期
の
節
電
に
関
す
る
協
力
依
頼

２
・
２
０
１
６
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
体
力

つ
く
り
全
国
会
議
の
開
催　

２
月
５
日

㈮
福
島
県

３
・
日
本
山
岳
協
会
新
春
懇
談
会　

１

月
16
日
㈯
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

４
・
平
成
27
年
度
第
９
回
４
支
部
（
栃

木
・
千
葉
・
群
馬
・
茨
城
）合
同
懇
親
山

行　

２
月
６
日
㈯
～
７
日
㈰
大
洗
ホ
テ

ル【
今
後
の
予
定
】

１
・
予
算
・
事
業
計
画
等

・
平
成
28
年
1
月
15
日
㈮　

平
成
28
年

度
事
業
計
画
・
予
算
提
出
期
限

・
平
成
28
年
1
月
29
日
㈮　

平
成
27
年

度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
提
出
依
頼

・
平
成
28
年
２
月
下
旬　

平
成
27
年
度

事
業
報
告
提
出
期
限

・
平
成
28
年
３
月
下
旬　

平
成
27
年
度

会
計
報
告
提
出
期
限

会
員
異
動（
12
月
分
）

物
故

近
藤　

等（
２
３
３
７
）　

15
・
11
・
27

河
西
俊
郎（
６
５
４
５
）　

15
・
11
・
19

植
松
満
男（
１
０
０
４
２
）‥15
・
12
・
19

須
藤
卓
男（
１
４
２
３
１
）‥15
・
４
・
１

谷
口
け
い（
１
５
６
３
４
）‥15
・
12
・
22

退
会

佐
藤
晴
夫（
４
５
３
４
）　　

越
後

白
井
直
器（
１
０
９
１
６
）　

北
海
道

大
塚
廣
康（
１
１
１
８
６
）

伊
藤
寛
志（
１
１
９
４
２
）　

東
京
多
摩

仙
坊
幸
治（
１
３
２
６
５
）　

福
井

松
本
好
正（
１
３
３
３
５
）　

東
京
多
摩

佐
藤
京
子（
１
４
１
１
０
）

野
嵜
諒
一（
１
５
８
２
５
）

１
日　

常
務
理
事
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

２
日　

総
務
委
員
会　

山
行
委
員
会‥

マ
ナ
ス
ル
登
頂
60
周
年
記
念

事
業
Ｗ
Ｇ

３
日　

自
然
保
護
委
員
会　

総
務
委
員

会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ

４
日　

総
務
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

７
日　

総
務
委
員
会　

高
尾
の
森
づ
く

り
の
会　

九
五
会

８
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

12月12月

９
日　

理
事
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ

10
日　

財
務
委
員
会　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ

ィ
ア
委
員
会　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

11
日　

自
然
保
護
委
員
会

14
日　

ゴ
ジ
ュ
ン
バ
氷
河
説
明
会　

緑

爽
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ　

ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ

15
日　

日
本
山
岳
会
再
生
委
員
会　

支

部
事
業
委
員
会

16
日　

青
年
部　

三
水
会　

つ
く
も
会

17
日　

山
行
委
員
会　

科
学
委
員
会　

休
山
会

18
日　

山
の
自
然
学
研
究
会

19
日　

海
外
委
員
会

21
日　

資
料
映
像
委
員
会　

バ
ッ
ク
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

22
日　

自
然
保
護
委
員
会　

緑
爽
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

24
日　

公
益
法
人
運
営
委
員
会　

Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

フ
ォ

ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

01
会

25
日　

麗
山
会　

山
遊
会

12
月
来
室
者　

５
１
７
名

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション
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定
員　

先
着
３
０
０
名
（
受
講
票
は
送

付
し
ま
せ
ん
。
定
員
オ
ー
バ
ー

の
場
合
の
み
連
絡
し
ま
す
。）

費
用　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込　

米
倉
久
邦
ま
で
。‥

‥
（kagaku@

jac.or.jp

）、
ま

た
は
ハ
ガ
キ
（
〒
１
０
２　
０

０
７
５　

東
京
都
千
代
田
区

三
番
町
７　
６　
３
０
３
）
で

＊
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
ア

ク
セ
ス
は
（http://w

w
w
.ris.ac.jp/

access/shinagaw
a/index.htm

l

）
を

参
照
。「
山
手
通
り
口
」を
ご
利
用
下
さ

い
。

◆
江
本
嘉
伸
さ
ん
が
語
る
「
探
検
部
の

系
譜
」　　

山
岳
史
懇
談
会

 

図
書
委
員
会

初
め
て
大
学
に「
探
検
部
」が
誕
生
し

て
60
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
奇

し
く
も
マ
ナ
ス
ル
登
頂
と
同
じ
で
あ
る
。

あ
の
時
代
に
何
を
契
機
と
し
て
「
探
検

部
」
が
設
立
さ
れ
た
の
か
？

そ
の
時

代
背
景
や
山
岳
部
と
の
関
係
は
？

各

大
学
の
特
色
は
？

そ
し
て
、
ど
ん
な

形
で
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
？

１
９
７
９
年
、
大
学
山
岳
部
、
探
検

部
出
の
有
志
た
ち
と「
地
平
線
会
議
」を

創
設
、
37
年
経
っ
た
い
ま
も
そ
の
活
動

の
中
心
に
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
江

本
嘉
伸
さ
ん
に
、
山
岳
史
の
中
で
の
探

検
部
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

日
時　

２
月
22
日
㈪
18
時
30
分
～

会
場　

日
本
山
岳
会
１
０
４
号
室

問
合
せ　

三
好
ま
き
子　

０
９
０　

８
０
１
９　
８
６
０
１‥

‥
344m

m
@
m
be.nifty.com

◆
雪
の
焼
岳
に
登
る

 

山
行
委
員
会

中
の
湯
温
泉
に
前
泊
し
、
新
中
の
湯

ル
ー
ト
登
山
口
よ
り
焼
岳
に
登
り
ま
す
。

中
腹
の
平
坦
地
ま
で
は
樹
林
帯
で
ワ
カ

ン
ま
た
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
の
登
高
で

す
。
以
降
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
る
な
ら

穂
高
の
峰
々
を
眺
め
な
が
ら
の
快
適
な

尾
根
歩
き
と
な
り
ま
す
。
頂
上
付
近
は

岩
混
じ
り
で
ピ
ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
の

世
界
で
す
。（
歩
行
約
９
時
間
）

日
程　

３
月
26
日
㈯
～
27
日
㈰

集
合　

26
日
1６
時
迄　

中
の
湯
温
泉

解
散　

27
日
1７
時
頃　

中
の
湯
温
泉

費
用　

１
万
５
０
０
０
円
程
度

定
員　

10
名

申
込
み　

２
月
29
日
ま
で
に
会
員
番
号
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

住
所
、
後
泊
希
望
の
有
無
等
を

明
記
し
、
菊
池
武
昭
宛　

‥
‥

sanko@
jac.or.jp

　

０
３

日本山岳会会報　山　848 号

201６年（平成2８年）1月20日発行
発行所　公益社団法人日本山岳会
　〒102－00８1
　東京都千代田区四番町５-４
　サンビューハイツ四番町
　TEL　東京（03）32６1-４４33
　FAX　東京（03）32６1-４４４1
発行者　日本山岳会会長　小林政志
編集人　柏 澄子
　E-メール:jac-kaiho@jac.or.jp
印　刷　株式会社　双陽社

❖
編
集
後
記
❖

◦
昨
年
12
月
21
日
の
谷
口
け
い
さ
ん
の

遭
難
に
は
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。
い
ま
最
も
脂
が
乗
っ
て
い
る
女
性

登
山
家
の
訃
報
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た

が
、「
上
手
の
手
か
ら
水
が
漏
る
」と
は
、

ま
さ
に
こ
の
こ
と
か
。
過
去
に
も
多
く

の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
が
、
思
わ
ぬ
所
で
落

命
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
ル
コ
ー
ル
の
岩
場

で
墜
死
し
た
リ
オ
ネ
ル
・
テ
レ
イ
、
ヴ

ァ
レ
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
で
ク
レ
バ
ス
に
落

ち
た
ル
イ
・
ラ
シ
ュ
ナ
ル
。
日
本
で
も

星
野
隆
男
や
関
田
美
智
子
が
、
通
い
慣

れ
た
は
ず
の
穂
高
連
峰
で
あ
っ
け
な
く

最
期
を
迎
え
て
い
る
。

◦
ど
ん
な
山
で
も
思
わ
ぬ
リ
ス
ク
が
潜

ん
で
い
る
も
の
。
常
に
あ
る
程
度
の
緊

張
感
を
持
っ
て
行
動
し
、
ザ
イ
ル
は
解

い
て
も
、
心
は
緩
め
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
い
ま
さ
ら
な
が
ら

山
の
怖
さ
を
知
っ
た
。‥

（
節
田
重
節
）

　

３
９
９
１　
３
６
１
１

＊
申
込
み
者
に
詳
細
案
内
い
た
し
ま
す
。

◆
映
画
と
講
演
会

「
マ
ナ
ス
ル
に
立
つ
」
日
下
田
實
氏

 

東
京
多
摩
支
部

　

日
本
山
岳
会
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
60
周

年
と「
山
の
日
」制
定
を
記
念
し
て
、
映

画『
マ
ナ
ス
ル
に
立
つ
』を
上
映
し
、
マ

ナ
ス
ル
登
頂
者
・
日
下
田‥

實
氏
に
当

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

日
時　

２
０
１
６
年
１
月
30
日
㈯
15
時

30
分
～
17
時
30
分

講
師　

日
下
田
實
氏‥

会
場　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王
子
４

階
「
宴
」

費
用　

５
０
０
円
（
会
場
費
・
資
料
代
）

申
込
み　

坂
本
正
智
０
９
０　
１
８
３

９　
８
４
２
４　

big-m
atti‥

@
kkh.biglobe.ne.jp




